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休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分
医科̶̶̶̶̶̶̶̶̶

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の
　ホームページ
http://sdent-hp.web.infoseek.co.jp/
をご確認ください。
開設日̶̶̶̶̶̶̶̶̶

開設場所̶̶̶̶̶̶̶̶

歯科̶̶̶̶̶̶̶̶̶

日曜日、国民の祝日、8月15日
および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。利用されるときは、
必ず「健康保険証」などをご
持参ください。

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

内科、小児科
診療時̶̶̶̶̶̶̶̶̶
午後8時～午後11時
受付̶̶̶̶̶̶̶̶̶
午後7時30分～午後10時30分
開設日̶̶̶̶̶̶̶̶̶
月、火、金、土、日曜日
（祝日は除く）
休診日̶̶̶̶̶̶̶̶̶
水、木曜日、国民の祝日
および年末年始
開設場所̶̶̶̶̶̶̶̶　
夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（市民病院東側隣接地）
　24-1161

住宅

市民病院

駐車場は、市民病院駐車場を
ご利用ください。

案
内
板

夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至鳳来

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

　6月19日（日）に文化会館はなのき広場
で「お食べんしんしろ食育まつり」を行
いました。
　この食育まつりは、地産地消をテーマ
に、地元農作物販売・飲食販売、また小・
中学校での食育への取り組みを紹介す
ることなど、食に関する多くの内容で開
催されました。写真は新城産米で作った
「ポン菓子」をもらっているようすです。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

診療受付時間
午後7時～午後10時30分
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分
電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

［今月の表紙］

今 月 の 人 口 平成23年７月1日現在（前月比）

総人口…50,359人（－４3）
男………24,819人（－24）
女………25,540人（－19）
世帯数………………16,709

出生……  14人
死亡……  28人
転入……  54人
転出……  84人

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の集計が一致しない月もあります。

男男女男男男女男男男男

幸
輝

正
貴

陽
治

稔剣
太
郎

裕
矢

祐
哉

孝
久

健隆
之

大
蔵

入

船

川
田
原

川
田
原

平

井

東
新
町

川
田
原

阿
寺
大
沢

大
野
田

中
宇
利

玖
老
勢

川
田
原

氏　
　
　

名　
　
　
　
性
別　
　
保
護
者　
　
　

地　

区

６月届出分元気でよい子に…

※６月1日～3０日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。
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「集まれ!ちびっ子広場」に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。ただし、1歳未満のお子さんも、１歳以上小学生未満の兄弟と一緒の場合は可。
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３歳（平成19年10月6日生まれ）
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市民病院

満足度調査結果

満
足
度
調
査
結
果

　
こ
の
調
査
は
、
患
者
さ
ん
が
快
適
な
環
境
で
治
療
を
受
け
て

も
ら
え
る
た
め
意
見
を
お
聞
き
し
、
業
務
改
善
の
検
討
を
行
う

資
料
と
す
る
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
 

 

 

 

 

 

 

▲回答者５９６人中２５８人（４３．３％）の方が、“自宅や職場から近いから”という理由で受診されています。次いて“ほかの病院や
　医院から紹介されたから”が２２７人（３８．１％）、“市民病院なので安心”が１７１人（２８．７％）でした。

１．調査の状況

2．年代別回答者数

３．市民病院を選んだ理由（複数回答）

４．病院に期待する役割

５．職員の対応

６．病院の設備（外来）

通院回答（490人) 入院回答（106人)

通院回答（4５７人)

入院回答　（９８人)

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
民
病
院

平
成
22
年
度

※各調査の比率は、小数第2位を四捨五入しています。
※各調査には無回答者数を含めていません。そのため
　各調査毎に調査数が異なっています。

通院調査
調査対象
調査期間
回収率など

調査期間中に通院された患者の皆さん
２月１日～２８日
回収率：５３．７％　配布：９２５枚　回収：４９７枚

自宅や職場などから近いから

ほかの病院や医院から紹介されたから

市民病院なので安心

高度な医療が受けられると思うから

かかりつけの医師がいるから

複数の医療機関で診察を受けたかったから

家族や友人・知人から紹介されたから

救急車で来院

広報「ほのか診察室」を読んだから

周りから市民病院に対する評判を聞いていたから

市民病院が開催している出前講座などに参加したから

そのほか

◀回答者数は５９３人 
　通院が　　４８４人 
　入院が　　１０９人でした。 

　ご高齢の患者さんが多く
　６０歳代以上の方が、 
　通院では　３５８人で７４．０％ 
　入院では　８９人で８１．６％でした。

150

100

50

0

250

200

150

100

50

0

言葉づかい

態度

身だしなみ

気軽に相談

説明

全般的な対応

空調（温度・湿度）

案内表示の分かりやすさ
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入院
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回答者数(５４２人)

回答者数（275人）

入院調査
調 査 対 象
調 査 期 間
回収率など

調査期間中に入院された患者の皆さん
２月１日～２８日
回収率：７３．３％　配布：１５０枚　回収：１１０枚

計

484

109

平成22年度

◀全体としては、救急医療への期待が一番
　高くなりました。通院では、救急医療へ
　の期待が一般医療を上回っていますが、
　入院では、一般医療への期待が救急医療
　を少し上回りました。

◀職員の対応については、すべての項目で「たい
　へん良かった」と「まあまあ良かった」と回答
　された方の割合が90％を超え、概ね良好な印
　象を持たれたようですが、‶説明"の項目では   
　「あまり良くなかった」と「まったく良くなか
　った」と回答された方の割合が５.0％と、ほか
　の項目に比べ若干高くなりました。

◀病院設備については、“空調(温度・湿度)”“案内
　表示の分かりやすさ”“トイレの利用しやすさ”に 
　ついて「たいへん良かった」と「まあまあ良か
　った」と回答された方の割合が90％を超え、
　概ね良好な結果となりましたが、“車いすの利用
　しやすさ”と“駐車場の利用しやすさ”について満
　足度が低く、特に、駐車場が利用しにくいと回
　答された方は27.９％と、高い割合になり、｢遠 
　い」との意見が最も多く寄せられました。ま
　た、｢障害者用駐車場を増やしてほしい」との意
　見もありました。
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2.８0.３２．６ 

１．５0.９４.1 

１．９0.11.６ 

１．７０．５４．７ 

１．９0.５５．３

0.０４．５

４．６２．３

０．８0.３３．３

たいへん良かった　　　まあまあ良かった　　　あまり良くなかった
まったく良くなかった　　どちらともいえない

市
民
病
院
経
営
企
画
課 

　    

23
‐
7
8
5
1

（人）

（人）
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市民病院

満足度調査結果

７．病院の設備（病棟）

８．診療待ち時間

９．入院患者さんの食事

１０．プライバシーの保護

１１．　病院へ受診を勧めますか

１２．　総合評価

空調（温度・湿度・臭気）

明るさ

静かさ

清潔さ

寝心地

面会コーナー・ディルーム

プライバシーの確保

食事のメニュー

食事の味付け

５１．５

５６．９

４９．０

５３．５

３８．８

３６．７

４１．７

３８．４

３７．３

４０．０

４０．４

５１．０

４７．８

４９．０

１０１人
２１．０%

１６６人
３４．５%

1４５人
３０．１%

４７人
９．８%

２２人
４．６%

１８２人
３７．８%

２４２人
５０．３%

1５人
３．１%

３人
０．６% ３９人

８．１%

１５７人
３１．５%

１９６人
３９．３%

３０人
６．０%

３人
０．６%

１１３人
２２．６%

１７６人
３４．４%

２８９人
５６．６%

１３人
２．５%

３１人
６．１%

２人
０．４%

平成22年度

◀病棟や病室の設備などについては、
　“明るさ”“清潔さ”“プライバシーの確
　保”について、｢満足」｢ほぼ満足」と
　回答された方の割合が90％を超え、
　概ね良好な結果となりました。
　一方、｢不満｣「やや不満」と回答さ
　れた方の割合が多かった項目は、
　“空調(温度・湿度・臭気)”が10.１％、
　“静かさ”が9.0％、“寝心地”が9.２％
　となっています。

◀診療前の待ち時間について、「負担と思わない」「あまり負担とは
　思わない」と回答された方の割合は５５.５％、「負担である」「やや
　負担に思う」と回答された方の割合は３９.９％となりました。
◀上記３９.９％の方が負担に感じないと回答された待ち時間の平均は
　「３５分」でした。

◀食事のメニューについて、「満足」「ほぼ満
　足」と回答された方の割合は８４.６％でした。
　また、「不満」「やや不満」と回答された方
　の割合は9.３％で、“同じようなメニューが
　続く”との意見が最も多く寄せられました。
◀食事の味付けについて、「満足」「ほぼ満足」
　と回答された方の割合は７９.６％でした。
　また、「不満」「やや不満」と回答された方
　の割合は16.３％で、“ 味付けが薄い” との意
　見が最も多く寄せられました。

回答者数(98人)

０．０１．０９．１ 

１．０１．０３．９ 

2.０２．０７．０ 

2.０0.０４．０

１．０１．０８．２ 

１１．１0.０４．４ 

５．２２.1２.1 

回答者数(9５人)

回答者数(４８１人)

回答者数（４８１人）

回答者数（４９９人）

回答者数（５１１人）

４．１

７.1

0 　　　　　20　　　　　 40 　　　　　60 　　　　　80 　　　 100（%）

0 　　　　 20　　　　　40 　　　　　60　　　　　80 　　　　100（%）

満足　　　ほぼ満足　　　やや不満　　　不満　　　どちらともいえない

満足　　　ほぼ満足　　　やや不満
不満　　　どちらともいえない

３６．１ ４８．５

４５．９ ９．２

５．２ ６．２

４．１３３．７

負担とは思わない

あまり負担とは思わない

やや負担に思う

負担である

どちらともいえない

◀プライバシーの保護について「たいへん良く配慮されてい
　る」「まあまあ配慮さえている」と回答された方の割合は
　８８．１％、「まったく配慮されていない」「あまり配慮され
　ていない」と回答された方の割合は３.７％でした。
　また「どちらともいえない」と回答された方は８.１％あり 
　ました。

たいへん良く配慮されている

まあまあ配慮されている

あまり配慮されていない

まったく配慮されていない

どちらともいえない

◀知人に当院への受診を勧めますかとの問いについて、｢ぜ
　ひ勧めたい｣「どちらかと言えば勧めたい」と回答された
　方の割合は70.８％、｢絶対に勧めたくない｣「あまり勧め
　たくない」と回答された方の割合は６.６％でした。
　また、｢どちらともいえない」と回答された方は22.６％
　ありました。

ぜひ勧めたい

どちらかと言えば勧めたい

あまり勧めたくない

絶対に勧めたくない

どちらともいえない

◀当院の総合評価について、｢たいへん良かった｣「まあまあ
　良かった」と回答された方の割合は９１.０％、｢まったく良
　くなかった｣「あまり良くなかった」と回答された方の割
　合は２.９％でした。
　また、｢どちらともいえない」と回答された方は６.１％あ
　りました。

たいへん良かった

まあまあ良かった

あまり良くなかった

まったく良くなかった

どちらともいえない

「負担に感じない」と回答のあった待ち時間の平均 約３５分
約４７分

待たなかった
４時間４０分

平均
最短
最長

待ち時間実態調査の結果

　今回の調査結果で満足度の低かった項目（「あまり良くなかった」「ま
ったく良くなかった」の割合が１０％を超えた項目）は、以下の４項目でし
た。
　①診察待ち時間　　３９．９％　 ②駐車場の利便性　　　 　　２７．９％
　　③食事の味付け　　１６．３％　 ④病棟の空調（温度・湿度など）　１０．１％

　また、自由な記述欄では、医療機能の充実について「診療科を増やし
てほしい」「救急車を受け入れてほしい」との意見を多くお寄せいただき
ました。
　これらの調査結果を踏まえ、改善に取り組み、より良い病院となるよう
努めていきます。

詳細な調査結果は、市民病院の「総合案内」で配布していますのでお申し出ください。
また、ホームページ http.//www.hospital.shinshiro.aichi.jpで閲覧とダウンロードができます。

まとめ

実態調査の結果、平均待ち時間は、
「４７分」でした。

※調査には、診療前に行った検査にかかる時間を含んでいます。
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今
月
号
か
ら
、「
市
民
の
こ
と
ば
に

よ
る
新
城
市
自
治
基
本
条
例
（
た
た
き

台
）」の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
は「
な
ぜ
、私
た
ち
は
自
治
基
本

条
例
を
つ
く
る
の
か
」で
す
。

　
自
治
基
本
条
例
は
ま
ち
づ
く
り
の

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

困
っ
た
と
き
に
助
け
合
い
、
知
恵
を
出

し
合
う
仕
組
み
、
市
へ
意
見
の
言
い
や

す
い
仕
組
み
な
ど
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

す
。

　
新
城
市
自
治
基
本
条
例
検
討
会
議

は
、こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
通
じ
、新
城

市
が「
元
気
で
住
み
続
け
ら
れ
、世
代
の

リ
レ
ー
が
で
き
る
ま
ち
」と
な
る
よ
う
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

活
動
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

「
市
民
の
こ
と
ば
に
よ
る
新
城
市
自
治
基
本
条
例（
た
た
き
台
）」に
つ
い
て
①

　今まで、私たちは、この地域で暮らし、さまざまな伝統・文化・産業をつくりあ
げてきました。この地域には、全国を代表する歴史遺産や美しい自然、やさしい人
間味あふれる人情、安全でおいしい農産物があり、私たちはそうしたものを大切に
守ってきました。

　長い歴史のうえに成り立っている私たちのまちが、元気で住み続けられ、世代の
リレーをすることができるまちとなるため、そして、市民が主役となってまちづく
りを進めるために、私たちはここに条例を定めます。

　私たちは、市民一人一人を大切にし、より魅力あるまちにするため、みんなが当
事者となり、人の話をよく聞きながら、この条例とともにまちづくりをすすめます。

　私たちは、市の現状を知り、抱える問題を自分のこととして考え、お互いに助け合っ
て課題を解決します。そのためにも、私たちは、市民が責任を持ってまちづくりに
参加 (※１) する機会を最大限保障し、その仕組みをつくります。また、地域特有の問
題は地域で解決できるための手段を常に探求します。

　私たちは、郷土愛を持ち、市外の人にも観光や定住のため新城へ来てもらえるま
ちづくり、雇用などの生活基盤整備や医療体制・防災体制の充実を図ることなど安全・
安心で暮らしやすいまちづくりをします。私たちは、互いに情報を共有し魅力ある
情報を発信することで、合併したまちが一体となってさらなる発展をめざします。

※１「参加」とは、市民が市政、地域活動やNPOの市民活動に加わることです。参加は、ある課題などに関心
　を持ち、理解することから始まります。

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
(自
治
基
本
)条
例
を
つ
く
ろ
う
！

   
新
城
市
自
治
基
本
条
例
検
討
会
議
か
ら
の
お
知
ら
せ
②

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
(自
治
基
本
)条
例
を
つ
く
ろ
う
！

   
「市民のことばによる新城市自治基本条例（たたき台）」より

なぜ、私たちは自治基本条例をつくるのか。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

７
月

11
月

3
月

自
治
基
本
条
例（
案
）

取
り
ま
と
め

地
区
座
談
会

各
種
団
体
と
の
座
談
会

◆平成23年度　新城市自治基本条例検討会議(市民委員42人）で条例案をまとめます。
　　　　 　　　皆さんのご意見をお聞かせください。

困ったときには 意見の言えない人
 ( 言いづらいときでも )

なぜ、自治基本条例をつくるのか 

市へ意見を言える助け合う
( 職員が一緒になって課題に取り組む )( 市民、議会、行政 )

【イメージ図】

を定めるものが自治基本条例 (市民が主役のまちづくり条例 )です。

情報共有　市政参加

「元気で住み続けられ、世代のリレーができるまち」へ

•鳥獣害、ゴミの散乱、外出支援 
•地域を支える人がいない

•世代間や性別のギャップ
•価値観の多様化

◆平成22年度　新城市自治基本条例を考える市民会議(市民委員21人)が22回の会議を開き
　　　　　　　　延べ500人の意見を聞いて 

市民のことばによる新城市自治基本条例(たたき台)　　をまとめました。 

仕組み

　「市民のことばによる新城市自治基本条例（たたき台）」
　昨年度、「新城市自治基本条例を考える市民会議」が22回の会議を重ね、新城市がよ
り住み続けられるまちとなるため、何が必要かを話し合い、市民延べ500人の意見をまと
めたものです。

今後の掲載予定
  9 月号　「まちづくりとは？」
10月号　「市民」
11月号　「地域活動・市民活動」
12月号　「行政」
平成24年
  1 月号　「自治を創造する仕組み」
  2 月号　「条例をよりよく生かすための仕組み」

総
合
政
策
部
　
　
23
‐
7
6
7
3

住み続けたくなるまちをつくろう！

平
成
24
年



市の大切なお知らせをお届けします
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Shinshiro News Spot

人
事
課　
　

23
‐
7
6
1
9

新
城
図
書
館　
　

23
‐
2
3
3
3　

24
‐
3
4
1
5

生
涯
学
習
課

　

23
‐
7
6
5
4

新
城
図
書
館
ま
つ
り
２
０
１
１　

〜
図
書
館
を
知
ろ
う
、楽
し
も
う
〜

募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布

　

７
月
19
日
㈫
か
ら

　

人
事
課
（
市
民
体
育
館
２
階
）

　

市
民
保
険
課
、
鳳
来
・
作
手
各

　

総
合
支
所
地
域
振
興
課

申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

　

８
月
15
日
㈪
〜
22
日
㈪

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

　

人
事
課

一
次
試
験

　

９
月
18
日
㈰

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
適
性 

　

検
査

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
（
市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）
で
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

•
阿
部
夏
丸
氏
（
作
家
）
講
演
会

　

８
月
20
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

ド
リ
ー
ム
サ
ロ
ン

　

講
演
会
、
本
の
販
売
、
サ
イ
ン
会

　

阿
部
氏
と
の
川
遊
び

　

無
料 （
先
着
１
０
０
人
）

※
川
遊
び
に
参
加
さ
れ
る
方
は
１
０

　

０
円
（
子
ど
も
20
人
程
度
、
事
前

　

申
込
必
要
）　

　

川
遊
び
へ
参
加
す
る
小
学
３
年
生

　

以
下
の
子
ど
も
は
、
必
ず
保
護
者

　

同
伴
。

•
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
会

　

８
月
21
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

　

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
前

※
24
日
以
降
、
鳳
来
寺
高
校
寄
贈
本

　

か
ら
一
部
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

•
山
本
紀
英
子
氏
（
西
尾
市
立
図
書
館
長
）

　

を
囲
ん
で
‐
実
践
話
＆
座
談
会
‐

　

〜
図
書
館
ま
つ
り
を
通
し
て

　
　
　
　
　
　
　

つ
な
ぐ
人
の
輪
〜

　

８
月
21
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

２
階
郷
土
資
料
室

　

大
人　

20
人
程
度

　

無
料 市

職
員
募
集
（
高
校
卒
・
実
務
経
験
者
）

秘
書
広
報
課　
　

23
‐
7
6
2
3　

23
‐
7
2
9
6

市
の
計
画
に
あ
な
た
の
大
切
な
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

ま
ち
な
か
博
物
館
は
、
市
の

風
土
の
中
で
生
ま
れ
た
新
し
い

タ
イ
プ
の
博
物
館
活
動
で
す
。

平
成
７
年
か
ら
始
ま
り
、
現
在

17
館
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
う
ち
の
２
館
を
特

別
に
展
示
し
ま
す
。

•
イ
ー
ハ
ー
ト
ー
ブ
吉
川
（
染

　

色
工
房
）

　

の
り
と
染
料
を
混

　

ぜ
た〝
絵
の
具
〞で

　

色
を
染
め
る
な
ど
、

　

さ
ま
ざ
ま
な
技
法
を
駆
使
し
た

　

草
木
染
め
な
ど
の
作
品
を
制
作

　

し
て
い
ま
す
。

•
出
沢
や
ま
ま
ゆ
養
蚕
所

　

毎
年
伊
勢
の
皇
大 

　

神
宮
に
奉
納
す
る

　

繭
を
作
っ
て
い
ま

　

す
。山
繭
蛾
の
吐
く
糸
は
美
し

　

い
緑
色
に
輝
き
、ま
さ
に
繊
維

　
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
言
わ
れ
る
ほ

　

ど
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

８
月
１
日
㈪
〜
30
日
㈫

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

２
階
郷
土
資
料
室

　

無
料

　

今
後
も
夏
休
み
と
春
休
み
に
合

わ
せ
、特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

•
特
別
展
示

　

手
作
り
絵
本
、
環
境
絵
本
、
汚
破

　

損
本
、
街
角
図
書
館
、
作
手
図
書

　

室
の
紹
介
な
ど

　

情
報
コ
ー
ナ
ー　

•
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
事
前
申
込
必
要
）

①
お
姉
さ
ん
と
粘
土
で
遊
ぼ
う

　

８
月
21
日
㈰　

午
後
１
時
30
分

　

子
ど
も　

10
人
程
度

　

１
０
０
円

②
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
ろ
う

　
（
手
作
り
絵
本
の
会
お
む
す
び
こ

　

ろ
り
ん
）

　

８
月
22
日
㈪　

午
前
10
時　

　

８
月
26
日
㈮　

午
後
２
時
30
分　

 

　

子
ど
も
〜
大
人　

10
人
程
度

　

３
０
０
円

③
版
画
を
作
ろ
う

　

８
月
23
日
㈫　
午
後
１
時
〜
３
時

　

子
ど
も　

10
人
程
度

　

林　

亨
氏

　

１
０
０
円

④
布
絵
教
室 （
各
15
人
）

　

８
月
25
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分 （
子
ど
も
向
け
）

　

午
後
３
時
30
分 （
大
人
向
け
）

　

後
藤
佳
代
子　
氏

　

子
ど
も　

５
０
０
円 

　

大
人　
　

８
０
０
円

　

ド
リ
ー
ム
サ
ロ
ン

ま
ち
な
か
博
物
館
特
別
展

平
成
24
年
度（
平
成
24
年
４
月
１
日
）
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

職

種

な

ど

一
般
行
政
職（
技
術
）

消　
　

防　
　

職

保
育
士
･
幼
稚
園
教
諭

（
実
務
経
験
者
）

若
干
名

若
干
名

若
干
名

人

員

受
験
資
格
（
年
齢
･
学
歴
･
免
許
な
ど
）

※
年
齢
は
平
成
24
年
3
月
末
現
在

案の作成

案の公表・意見募集

意見を検討

計画などの策定・結果の公表

パブリックコメント制度の流れパブリックコメント制度の流れ

皆さんの貴
重な声を、

　市政に届
けてみませ

んか？

•
音
と
絵
本
を
楽
し
も
う

①
影
絵
「
く
る
み
わ
り
人
形
」

　

８
月
20
日
㈯　

午
前
10
時
30
分

②
リ
コ
ー
ダ
ー
と
絵
本

　

８
月
23
日
㈫　

午
後
２
時

③
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

　

８
月
26
日
㈮　

午
後
２
時

　

２
階
郷
土
資
料
室

　

無
料

•
朗
読
を
楽
し
も
う

①
声
に
出
し
て
読
も
う（
事
前
申
込
必
要
）

　

８
月
24
日
㈬　

午
前
10
時

　

大
人　

30
人
程
度

　

清
水
陸
子
氏

②「
木
の
葉
の
ペ
ー
ジ
」
の
朗
読
会

　

８
月
24
日
㈬　

午
後
２
時

　

高
校
生
以
上　

③
朗
読
家　
清
水
陸
子
氏
の
朗
読
会

　

８
月
27
日
㈯　

午
後
２
時

　

高
校
生
以
上

　

２
階
郷
土
資
料
室　

　

無
料

•
お
は
な
し
を
楽
し
も
う

　

市
内
で
活
動
す
る
団
体
な
ど
が
毎

日
交
代
で
、
読
み
聞
か
せ
・
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
・
人
形
劇
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

ド
リ
ー
ム
サ
ロ
ン

　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
直
接
受
け
付
け
、
ま
た

　

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
８
月
10
日
㈬
ま
で
に
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
ま
す
。

新
城
図
書
館
で
は
、
地
域
の
方
々
に
も
っ
と
図
書
館
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
新
城
図
書
館
ま
つ
り
２
０
１
１
を
開
催
し
ま
す
。

ま
ち
な
か
博
物
館
特
別
展

　

市
で
は
、
重
要
な
施
策
・
計
画

な
ど
を
策
定
し
て
い
く
中
で
、
そ

の
案
を
担
当
課
の
窓
口
、
広
報
し

ん
し
ろ「
ほ
の
か
」、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見

を
募
集
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
意

見
を
反
映
し
、
市
民
参
加
に
よ
る

開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
意
見
に
対
す
る
市

の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
。（
こ
れ

を
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
言
い

ま
す
）

　

意
見
を
担
当
課
へ
持
参
、
郵
便
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

８
月
20
日
㈯
〜
27
日
㈯　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時　

20
歳
以
下
で
、
高
校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の
方

20
歳
以
下
で
、
高
校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の
方
の
う
ち
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

※
国　
　

籍
‥
日
本
国
籍
を
有
す
る
こ
と
。

※
視　
　

力
‥
左
右
と
も
に
⒈0
以
上
（
矯
正
視
力 

　
　
　
　
　
　
　
可
）
で
あ
る
こ
と
。

※
色　
　

覚
‥
赤
色
、
青
色
お
よ
び
黄
色
の
色
彩

　
　
　
　
　
　

が
識
別
可
能
で
あ
る
こ
と
。

※
聴　
　

力
‥
正
常
で
あ
る
こ
と
。

※
そ
の
ほ
か
‥
身
体
強
健
で
消
防
職
の
業
務
に
耐

　
　
　
　
　
　
　
え
ら
れ
る
こ
と
。

45
歳
以
下
で
、
保
育
士
･
幼
稚
園
教
諭
の
両
方
の

資
格
・
免
許
を
有
す
る
方
の
う
ち
、
保
育
士
ま
た

は
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
の
実
務
経
験
が
５
年
以
上

（
申
込
日
現
在
）
あ
り
、
そ
の
知
識
経
験
を
生
か

し
て
ク
ラ
ス
を
受
け
持
つ
こ
と
が
で
き
る
方

こ
う
た
い

じ
ん
ぐ
う

ま
ゆ

や
ま
ま
ゆ

が

あ　

べ

な
つ
ま
る

や
ま
も
と

き

え

こ

は
や
し　

と
お
る

ご
と
う

か

よ

こ

お　

は

し
み
ず
む
つ
こ

そ
ん
ぼ
ん
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行
政
課
法
務
室
　
　
23
‐
7
6
1
3

市
国
際
交
流
協
会

　
23
‐
7
7
8
3

　siea@
tees.jp

　

情
報
公
開
制
度
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
が

あ
っ
た
場
合
、
市
政
に
関
す
る
情
報
を
原
則
と

し
て
公
開
す
る
こ
と
で
、
市
政
に
対
す
る
理
解

と
信
頼
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
個
人
に
関

す
る
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う
こ
と
で
、
個
人

の
権
利
・
利
益
を
保
護
し
、
市
民
に
信
頼
さ
れ

る
公
正
な
市
政
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
新
城
市
情
報
公
開
条
例
お
よ
び
新

城
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
制
度
の

実
施
状
況
を
年
１
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
請
求
件
数
お
よ
び
開
示
の
状
況

は
下
記
の
と
お
り
で
し
た
。

　

な
お
、
不
服
申
し
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

①
市
営
住
宅
空
家
入
居
者
募
集

　
（
作
手
地
区
）

募
集
住
宅
・
戸
数

　

和
田
住
宅　

１
戸

申
込
用
紙
の
交
付

　

7
月
15
日
㈮
〜
８
月
12
日
㈮

受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈪
〜
12
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

•
現
に
同
居
し
て
い
る
か
、
同
居

　

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
こ

　

と
。（
た
だ
し
、
昭
和
31
年
４ 

　

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
ま

　

た
は
身
体
障
が
い
者
な
ど
は
単

　

身
も
可
）

•
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

•
一
定
収
入
以
下
の
世
帯
（
た
と

　

え
ば
、
夫
婦
子
ど
も
１
人
の
家

　

族
の
う
ち
２
人
は
無
収
入
で
、

　

年
間
総
収
入
金
額
３
９
９
万
６

　

千
円
未
満
の
世
帯
）
で
あ
る
こ

　

と
。

•
入
居
予
定
者
の
中
に
暴
力
団
員

　

が
い
な
い
こ
と
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

　

選
で
入
居
者
と
空
家
待
機
者
を

　

決
定
し
ま
す
。

②
市
営
住
宅
空
家
待
機
者
常
時

　
募
集

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
空

家
が
生
じ
た
市
営
住
宅
に
、
入
居

し
て
い
た
だ
く
待
機
者
を
募
集
し

ま
す
。

申
込
用
紙
の
交
付

　

７
月
15
日
㈮
〜
平
成
24
年
３
月

　

30
日
㈮

受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈪
〜
平
成
24
年
３
月

　

30
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

　

空
家
入
居
者
募
集
と
同
じ

③
若
者
定
住
促
進
住
宅
空
家
入

　
居
者
募
集
（
作
手
地
区
）

募
集
住
宅
・
戸
数

　

草
谷
ハ
イ
ツ　

２
戸

　

杉
平
住
宅　

１
戸

申
込
用
紙
の
交
付

　

7
月
15
日
㈮
〜
８
月
12
日
㈮

受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈪
〜
12
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

•
市
内
に
住
所
を
有
す
る
婚
姻
し

　

て
い
る
方
ま
た
は
婚
約
中
の
方

　

で
、
男
女
い
ず
れ
も
年
齢
が
40

　

歳
未
満
で
あ
る
方

•
入
居
期
間
は
５
年
未
満
で
、
退

　

去
後
も
市
内
に
居
住
す
る
方

•
入
居
予
定
者
の
中
に
暴
力
団
員

　

が
い
な
い
こ
と
。

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の

実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
　

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

国
際
交
流
を
体
験
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
を
一
緒
に
作
っ
て
い
く

仲
間
を
募
集
し
ま
す
。
外
国
人

と
交
流
し
た
い
方
、
国
際
交
流
・

協
力
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、

イ
ベ
ン
ト
好
き
な
方
、
新
し
い

出
会
い
を
求
め
て
い
る
方
、
ご

応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

活
動
期
間

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
ま
で

活
動
内
容

　

協
会
の
支
給
す
る
予
算
の
中

　

で
自
由
な
発
想
を
用
い
て
、
年

　

度
内
に
一
度
国
際
交
流
イ
ベ

　

ン
ト
の
企
画
か
ら
運
営
ま
で

　

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

•
18
歳
以
上
50
歳
未
満
で
、
市 

　

国
際
交
流
協
会
の
会
員
ま
た

　

は
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

　

学
の
方

•
平
日
の
夜
間
や
土
・
日
曜
日

　

に
開
催
す
る
会
議
や
準
備
な

　

ど
に
参
加
で
き
る
方

•
無
償
で
参
加
で
き
る
方

　
15
人
程
度

求
む
若
者
!

「
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

一
緒
に
つ
く
る
」
仲
間
募
集
！

都
市
計
画
課
　
　
23
‐
7
6
4
0

地
域
整
備
課
　
　
32
‐
1
9
7
7

地
域
整
備
課
　
　
37
‐
2
2
9
7

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

　

選
で
入
居
者
と
空
家
待
機
者
を

　

決
定
し
ま
す
。

④
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
空
家
入

　
居
者
募
集
（
作
手
地
区
）

募
集
住
宅
・
戸
数

　

城
山
ハ
イ
ツ　

２
戸

申
込
用
紙
の
交
付

　

7
月
15
日
㈮
〜
平
成
24
年
３
月

　

30
日
㈮

受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈪
〜
平
成
24
年
３
月

　

30
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

•
所
得
が
中
位
に
あ
る
方
で
、
現

　

に
同
居
し
て
い
る
か
、
同
居
し

　

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

•
入
居
予
定
者
の
中
に
暴
力
団
員

　

が
い
な
い
こ
と
。

※
先
着
順
で
入
居
者
を
決
定
し
、

　

空
戸
数
に
達
し
た
後
の
申
込
者

　

は
空
家
待
機
者
と
し
て
受
け
付

　

け
を
行
い
ま
す
。

　

①
か
ら
④
ま
で
の
申
込
用
紙
は
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
で
き
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、

　

都
市
計
画
課
、
鳳
来
・
作
手
各

　

総
合
支
所
地
域
整
備
課
へ
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

制　　度　　名

情 報 公 開 制 度

個人情報保護制度

実 施 機 関

市　　　　長

市教育委員会

請求件数
開示の状況

全部開示 　　部分開示　　 非開示

６ ３ １ ２

１ １ ０ ０

０ ０ ０ ０―

東原住宅

上市場西住宅

上市場東住宅

長篠住宅

大野住宅

川合住宅

明和住宅

和田住宅

開成住宅

城山ハイツ

草谷ハイツ

杉平住宅

平井字東原30

野田字上市場18-1

野田字上市場26-2

長篠字杉下2-1

大野字広野55

作手白鳥字セウホウ1-1

作手高里字当下18

作手保永字山中沢2-2

作手高里字下屋敷14-3

作手高里字松風呂17

作手高里字下屋敷28-1

作手杉平字本郷53‒3

H2

S55

S58

H1

H2

S60

S63

H16

H19

H8

H6

H6

4·5

3

3·4

3

3

1

1

1

1

2

2

1

70

36

66

24

18

10

5

3

5

10

4

1

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

2·3DK

2DK

3DK

21,900～44,700

17,300～34,000

19,200～39,000

19,800～38,900

19,300～37,900

14,200～30,400

18,800～36,900

22,600～44,500

22,400～44,000

40,000～50,000

17,000

18,000

１戸１台

１戸１台
（自治会管理分含む）

１戸１台

１戸１台

１戸１台

駐車スペ
ー ス 有
駐車スペ
ー ス 有

１戸２台

１戸２台

１戸２台

１戸２台

駐車スペ
ー ス 有

豊鉄バス
宗高バス停
豊鉄バス
大野田バス停
豊鉄バス
大野田バス停
豊鉄バス
本長篠バス停
市営バス
小野バス停
豊鉄バス
川合バス停
市営バス
川尻バス停
豊鉄バス
和田バス停
市営バス
川尻バス停
市営バス
川尻バス停
市営バス
川尻バス停
市営バス
協和小前バス停

住　宅　名 所　在　地 建築
年度 階数 管理

戸数 間取り 家賃(月額／円)
(収入により決定)

最 寄 の
交通機関 駐車場

黄色部分の住宅は、現在空家がある住宅です。 ※家賃は平成23年度のものです。



市の大切なお知らせをお届けします
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Shinshiro News Spot

め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
18
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た

平
成
23
年
度

アナタに案内状が届いたら、お気軽にご参加ください!!

企画課　   23 -7620　    kikaku＠city.shinshiro.lg.jp

市民討議会って？
市民の中から無作為に参加者を抽出し、世代や職業を超えてみんなで
地域のことを話し合う市民会議です。

提言を受け取る市長（昨年度）

今年度のテーマは

環　境

企
画
課
　
　
23
‐
7
6
2
0

地
域
振
興
課
　
　
32
‐
0
5
1
3

地
域
振
興
課
　
　
37
‐
2
2
5
9

　「めざせ明日のまちづくり事業」は、住民が自発的かつ主体的に取り組む、地域特性を生
かしたまちづくり活動や市民グループが行う公益に資する活動を、市が資金面で応援する
事業です。審査は、新城・鳳来・作手地区の各地域審議会が行いました。
　来年 3月中旬には公開の成果報告会を予定しています。

申 請 団 体 名 事 業 の 名 称 主 な 事 業 内 容 補助予定額
（円）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1

2

3

1

2

3

4

平成23年度　新城市めざせ明日のまちづくり事業採択決定一覧
地区 No

新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城

鳳
　
　
　
　
来

作                      

　
手

市川
日本みつばちの会

竹広区

ライフサイクル
プラン会議

新城市バレーボー
ル協会

新城観光学会

ビタミンハート

有海区

富岡地域研究会

新城南部ファン
クラブ

まなびWAVE

上平井菜の花ネット

年中　花咲く　ふる里
づくり

首洗池周辺整備事業

温故知新・里山 - 民俗神
- 古民家

レクソフトバレーボール
まつり

歴史街道に基づく町興し

市内でも有数の梅産地である市川区において、日
本みつばちをテーマとし、花の少ない秋から冬に
かけて咲く花を区民で植え管理することで、地域
の環境保全と景観保持を行う。

国道１５１号の開通に伴い、多くの人の目に留まる
ようになった地域内の歴史的文化財である首洗池
と周辺を区民で整備することにより、景観整備、
安心安全などの自主管理意識の高揚を図る。

黒田地区の地域の資源である望月家住宅やその周辺
の野外神仏について、地域住民への理解を深めてい
くとともに、地区外へも望月家住宅と一体として認識
してもらうため、パンフレットや写真を作成、展示する。

通常の大会では参加が難しい世代や初心者も気軽
に参加できるように、コートやルールを工夫したソ
フトバレーボールまつりを開催することで、幅広い
年齢層に参加してもらい地域社会の交流を行う。

市の観光資源としての歴史資源の調査、整備を行
い、市が有する歴史街道別の豊かな歴史資源・名
勝地などのネットワーク化による情報発信を行うこ
とで、新城市をPRしていく。

180,000

200,000

89,000

179,000

300,000

親子で楽しくクッキング

保育園、小学校の親子を対象とした料理教室を開催
し、食への関心を高め、食生活について楽しく学ばせ
る。また市内の生産者を講師に迎えることにより、地
域への関心を高めることで新城の良さを実感させる。

151,000

美観、鳥獣害対策に配慮
した、手作り可燃ごみ集
積場の新設

新東名高速道路建設により地域が分断されることで、
可燃ごみ集積所までの距離が遠くなることから、地域
住民による美観、動物などの被害に対応した集積所の
製作を行い、区民の利便性と環境意識の向上を図る。

54,000

“とみおか散策マップ ”の
作成事業

富岡地区の伝統文化や大自然に恵まれた地域を包
括的に見ることができる案内マップを作成し、区民
相互のつながりを密接にするだけでなく、ほかの地
域からの案内とする。

300,000

蕎麦づくりで地域力アップ
事業

地域の子ども、親、長寿者に対して蕎麦を育て食する
一連の体験を通じて子どもの健全育成、世代間交流、
住民参画型のまちづくりの推進を図るとともに、災害
時にも強い結束で安心して暮らす地域づくりを目指す。

300,000

EPOと楽木しよ♪

就学前児童・小学生児童とその保護者を対象に、
親子で端材を利用した簡単な楽器づくりと音遊びを
行い、子どもと共に過ごすことを通じて幸福感や自
己肯定感を感じてもらう機会を設ける。

300,000

ひまわりand緑のカーテ
ン（防暑対策）

上平井地区においてひまわりによる休遊地の有効
活用や景観整備を行うと同時に、高齢者世帯に緑
のカーテンの作成しながら設置方法を教えること
で、普及と節電対策（防暑対策）を行っていく。

54,000

申 請 団 体 名 事 業 の 名 称 主 な 事 業 内 容 補助予定額
（円）

平成23年度　新城市めざせ明日のまちづくり事業採択決定一覧
地区 No

地名研究会 鳳来

すすめの学校

海老地区委員会

亀山城址・古宮川
環境クラブ

さわやかネット
つくで

親子で楽しむクリス
マス・コンサート
実行委員会

朗読の会
『木の葉のページ』

故郷（ふるさと）と地名

粉もん開発プロジェク
ト

「花のある散歩道」

亀山城址・資材搬入路
づくり

いのちをまもる知恵
（地域防災を考える）

「地名から防災を考える」をテーマに災害地名の
研究調査を行い、先人の残した自然に対する教え
としての地名と災害との関わりに理解を深めると
ともに、住民の防災意識の高揚を図る。

都市住民との農業交流活動を向上させるため、イ
ベント、資機材の購入などを行い、休耕地の解消、
食の伝承、産品開発などに活用するとともに、地
区の活性化、郷土愛の醸成を図る。

「四谷千枚田」と「梅の里川売」の両地区を起点とし
て海老地区全域に「花のある散歩道」をテーマに植
樹を行い、景観の向上を図るとともに「花の里海老」
を目指す。

史跡に配慮した搬入路を整備することにより、資
機材搬入を容易にし、草刈りをはじめとする各種
作業の効率化を図り、古城まつりの活性化と来訪
者の憩いの場となる環境づくりを行う。

東日本大震災は、一人ひとりが自覚するべき課題
が示されている。幼い子どもを持つ若い世代には、
楽しい遊びを通して災害対応を学び、地域に適し
た防災対策の課題を専門講師から学ぶことによ
り、災害に備える力をつける。

171,000

300,000

500,000

298,000

135,000

親子で楽しむクリスマ
ス・コンサート～くる
み割り人形～

入場制限などにより、コンサートに入場することが
できない感受性豊かな乳幼児期の子どもを、生の音
楽に触れさせることにより、豊かな心を育む一つと
し、同時に子どもをもつ親の交流の場とする。

166,000

朗読と音楽を楽しもう
－伝えよう　未来へ－

朗読や音楽を通じて、未来へ伝えたい思いを表現
することにより、若年層が動き出すきっかけとし、
地域の元気を広げていく。

117,000

あ
な
た
の
身
近
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
応
援
し
ま
す
。
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ヤマザキ
デイリーストアー

GS
151バイパス

とみかわや
清龍

至
長
篠

至
一
宮

杉山
●

●●
●

ココ

文
化
課

　

23
‐
7
6
5
5 

文
化
課

　

23
‐
7
6
5
5 

文
化
課

　

23
‐
7
6
5
5 

ス
ポ
ー
ツ
課

　

23
‐
7
6
5
3

学
校
教
育
課

　

23
‐
7
6
5
2

生
涯
学
習
課

　

23
‐
7
6
5
4

第
22
回 

新
城
薪
能

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館 

　

35
‐
1
0
0
1 

し
ん
し
ろ
納
涼
映
画
会

「
子
ど
も
市
民
プ
ー
ル
」

オ
ー
プ
ン

「
親
子
せ
せ
ら
ぎ
エ
リ
ア
」で

自
然
に
親
し
み
ま
せ
ん
か

夏
休
み
自
由
研
究
支
援

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館 

　

35
‐
1
0
0
1 

子
ど
も
自
然
講
座

英
語
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭
２
０
１
１

「
フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」

 

古
く
か
ら
新
城
の
町
衆
（
新
城

能
楽
社
・
新
城
狂
言
同
好
会
・
東

三
喜
多
会
ほ
か
）
に
よ
っ
て
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
「
能
・

狂
言
」
。
町
衆
だ
け
に
よ
る
演
能

は
、
全
国
的
に
珍
し
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き

を
、
「
新
城
薪
能
」
鑑
賞
で
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

　

８
月
20
日
㈯

　

開
場　

午
後
４
時

　

開
演　

午
後
４
時
30
分

　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　

狂
言
／
素
袍
落
、
二
人
袴　
　

　

能
／
船
弁
慶

　

無
料

　

夏
休
み
期
間
中

※
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も  

　

相
談
で
き
ま
す

　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
館

　

長

　

幼
児
、小
・
中
学
生
、高
校
生
な

ど
に
八
名
小
学
校
の
プ
ー
ル
を

「
子
ど
も
市
民
プ
ー
ル
」と
し
て
無

料
開
放
し
ま
す
。

　

ま
た
、作
手
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
も
、

市
内
の
全
小
・
中
学
生
に
無
料
開

放
し
ま
す
。

八
名
小
学
校
プ
ー
ル
開
放
日
時

　

７
月
30
日
㈯
〜
８
月
28
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
４
時

※
月
曜
日
休
み
で
す
。

作
手
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
開
放
日
時

　

８
月
31
日
㈬
ま
で

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
20
分

※
月
曜
日
休
み
で
す
。

　

７
月
18
日
㈪
は
休
ま
ず
開
放

　

し
、翌
日
の
19
日
㈫
を
お
休
み
と

　

し
ま
す
。

　

未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
で
、

　

保
護
者
も
必
ず
水
着
着
用
で
入

　

場
し
て
く
だ
さ
い
。

観
来
館
８
月
の
展
示

「
新
城
市
文
化
協
会
写
真

ク
ラ
ブ
鳳
来
作
品
展
」

県
森
林
・
林
業
技
術
セ
ン

タ
ー
公
開
デ
ー

し
ん
し
ろ
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム

地
域
振
興
課

　

32
‐
0
5
1
3

県
森
林
・
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

管
理
研
修
課

   

34
‐
0
3
2
1

地
域
振
興
課

　

37
‐
2
2
5
9

み
に
こ
ん
か
ん秘

書
広
報
課

　

23
‐
7
6
2
3

0536-23-2211
新城市杉山字大東２３-６　　Ｅ-ｍａｉｌ：ｓａｋａｇｕｒａ-ｗａｎｉ＠ａｉｒ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

FAX0536-23-7331
suzutatsu@tees.jp

建設業・各種営業許可／内容証明／省エネ…

ふれあい相続後見センター　　新城駅前　徒歩2分　【見積り無料】

遺言／相続／後見
会社・ＮＰＯ・公益法人／補助金／入国管理

鈴木達也行政書士事務所 TEL0536-22-4175

★出前セミナー開催中★★東三河あんしんネット開設★
♥一人暮らしのお年寄り見守り安心ネット事業（内閣府助成）試験運用中

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

●募集●催し・行事

広
告

広
告

広
告

〜
１
日
フ
ォ
ー
ク
に
ひ
た
っ
て
く

だ
さ
い
〜

　

８
月
15
日
㈪　

正
午

　

鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
内

　

８
月
12
日
㈮

　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　

一
部　

午
後
２
時
30
分 

　

 「
怪
盗
グ
ル
ー
の
月
泥
棒
」

　

二
部　

午
後
７
時

　

「
ち
ゃ
ん
と
伝
え
る
」

　

参
加
費
各
部

　

一
般　
　
　
　

５
０
０
円

　

中
学
生
以
下　

１
０
０
円　

※
当
日
受
付
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

 

夏
の
恒
例
イ
ベン
ト「
サ
マ
カ
ン
」。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「Shall 　

W
e 　

盆
ダ
ン
ス
」で
す
。み
ん
な
で
輪
に

な
っ
て
、盆
踊
り
で
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。迫
力
満
点
の
手
筒
花
火
や
、打

上
げ
花
火
も
近
距
離
で
見
ら
れ
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

　

８
月
15
日
㈪

　

正
午
〜
午
後
９
時

　

鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場

　

フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
、
盆

　

踊
り
、
餅
投
げ
、
和
太
鼓
演
奏
、

　

納
涼
花
火
大
会
、
青
年
団
イ
ベ

　

ン
ト
、夜
店
ほ
か

　

皆
さ
ん
に
、
森
林
・
林
業
に
関

す
る
試
験
研
究
や
研
修
な
ど
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
施
設
を

公
開
し
ま
す
。当
日
は
、
下
刈
り
、

き
の
こ
の
収
穫
体
験
、
木
工
工
作

な
ど
を
通
じ
、
地
域
住
民
の
方
と

の
交
流
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
試
験
研
究

　

今
年
の
開
催
場
所
は
、
作
手
善

夫
地
内
菅
沼
川
の
１
カ
所
で
す
。

　

浅
瀬
で
水
が
き
れ
い
な
郷
里
の

川
で
、
親
子
で
水
遊
び
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

　

雨
天
や
増
水
時
な
ど
、
危
険
が

予
測
さ
れ
る
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

　

7
月
30
日
㈯
〜
8
月
16
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　

児
童
・
生
徒
な
ら
び
に
一
般
の

方
が
出
場
す
る
、
英
語
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

英
語
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
は
、「
仲

間
と
一
緒
に
英
語
劇
を
す
る
」、「

英
語
の
歌
を
歌
う
」、「
好
き
な
英

語
の
文
章
を
発
表
す
る
」、「
自
分

の
考
え
を
英
語
で
発
表
す
る
」
な

ど
、
英
語
を
使
っ
て
劇
、
歌
、
ス
ピ

ー
チ
な
ど
に
挑
戦
し
、
会
場
の
皆

さ
ん
と
楽
し
む
集
い
で
す
。

　

８
月
５
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分

　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

「
石
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
く
ろ
う
」

　

８
月
28
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
と

　

そ
の
周
辺

　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
学

　

術
委
員（
地
学
分
野
）

　

20
人

　

小
・
中
学
生　

３
０
０
円

　

筆
記
具
、弁
当
、飲
み
物
、軍
手

　

野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

「
も
う
一
度
あ
な
た
に
ワ
ク
ワ
ク
」

〜
人
生
の
後
半
を
い
と
お
し
む
〜

　

私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

男
女
共
同
参
画
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

８
月
20
日
㈯

　

午
後
1
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

文
化
会
館
大
会
議
室

・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

志
多
ら

・
講
演
会

　

西
田
小
夜
子
氏

　

１
０
０
人

　

無
料

　

就
学
前
児
童
の
無
料
託
児
所
が

　

あ
り
ま
す
。８
月
12
日
㈮
ま
で

　

に
秘
書
広
報
課
へ
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い
。

※
男
性
の
方
の
参
加
大
歓
迎
で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

1
9
4
1
年
東
京
都
生
ま
れ
。

三河湖
菅守小

開成小

白鳥神社

津島神社

つくでGC

大東牧場
高原ハウス

「涼風の里」付近

301

P

武
蔵
野
美
術
大
学
卒
業
。定
年
退

職
が
男
だ
け
の
問
題
と
さ
れ
た
15

年
前
、
夫
の
定
年
で
人
生
を
軌
道

修
正
さ
せ
ら
れ
る
の
は
妻
の
ほ
う

だ
、と
い
う
小
説
を
書
き
、マ
ス
コ

ミ
の
話
題
と
な
っ
た
。快
適
な
老

後
を
目
標
に
「
定
年
塾
」
を
主
宰

し
、全
国
各
地
で
講
演
。鋭
く
温
か

い
人
間
洞
察
で
、
人
気
の
コ
ラ
ム

「
妻
と
夫
の
定
年
塾
」を
新
聞
に
長

期
連
載
中
。

西田小夜子 氏

量売り焼酎ポ
イ
ン
ト2倍!
ポ
イ
ン
ト2倍!アルミ缶回収

毎
週
日
曜
日

会
員
様

会
員
様

前日までにご予約下さい。当店大型冷蔵庫にて当日迄
 キッチリ冷やしておきます。

～盆踊り・夏祭り等の冷やし注文承ります。～

新城市内・全行政区毎に「会員カード」が作成してあり
ますので、区長様はじめ係の皆様は、レジにて「公民館
名」をいっていただければ「会員価格」にてお安くご提
供させていただきます。

夏祭り・盆踊りなどの夏祭り・盆踊りなどの

公民館行事・おまかせ下さい公民館行事・おまかせ下さい

　

奥
三
河
の
風
景
な
ど
、
会
員
が

撮
影
し
た
い
ろ
い
ろ
な
写
真
を
展

示
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

８
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　

観
来
館
（
鳳
来
寺
山　

表
参
道

　

入
口
）

　

休
館
日
は
火
曜
日

親子せせらぎ
エリア

　

市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

　

無
料

サ
マ
カ
ン
’11

お盆や法事に涼しい礼服を

の
成
果
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

８
月
５
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

県
森
林
・
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　

無
料

ま
ち
し
ゅ
う

に
し

だ

さ

よ

こ

す
　お
う
　お
と
し

ふ
た

り
　
ば
か
ま

ふ
な
べ
ん
け
い

た
き
ぎ 

の
う

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

応募方法

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

省略文字の見方

お酒は二十歳を過ぎてから
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

梅雨時､雷シーズン､台風シーズンは飛来物や倒木が多数発生します｡

切れた電線には絶対にさわらないで！
中部電力に電話して下さい。
中部電力　新城営業所
TEL0120‐985‐631

夜間・休日は豊橋営業所にかかりますが、そのままお話ください。

広
告

広
告

●募集●催し・行事

女
性
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

普
通
救
命
講
習
会

夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館 

　

35
‐
1
0
0
1 

自
然
を
た
の
し
く
学
ぶ

野
外
学
習
会

「
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

出
品
者
募
集

市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務

す
る
講
師
の
募
集

　

Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
を
対

象
に
、
電
源
の
入
れ
方
や
基
本

操
作
、
簡
単
な
文
書
作
成
な
ど

を
や
さ
し
く
、
丁
寧
に
指
導
し

ま
す
。

情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

23
‐
7
6
1
2

　

23
‐
2
0
0
2

秘
書
広
報
課

　

23
‐
7
6
2
3

農
業
課

　

23
‐
7
6
3
2

noushin@city.shinshiro.lg.jp
県
総
務
部
法
務
文
書
課

県
史
編
さ
ん
室

   

0
5
2
‐
9
7
2
‐
9
1
7
3

消
防
署
作
手
出
張
所

　

37
‐
2
4
6
6

学
校
教
育
課

　

23
‐
7
6
5
2

下
水
道
課

　

23
‐
7
6
4
4

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座〔
8
月
分
〕

「
愛
知
県
史
を
語
る
会
」

参
加
者
募
集

joho@
city.shinshiro.lg.jp

「
鳳
来
寺
山
の
フ
ク
ロ
ウ
や
光
に

集
ま
る
虫
を
観
察
し
よ
う
」

　

８
月
６
日
㈯
〜
７
日
㈰

　

午
後
３
時
〜（
泊
ま
り
）〜
午
前

　

10
時

　

鳳
来
寺
山
麓

　
（
宿
泊
場
所　

旧
門
谷
小
学
校
）

　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
学

　

術
委
員（
動
物
分
野
）

　

50
人

　

大
人  　
　
　
　
2
，5
0
0
円

　

小
・
中
学
生 　

1
，5
0
0
円

　

筆
記
具
、弁
当（
夕
食
用
）、飲
み

　

物
、長
靴
、着
替
え
、洗
面
具
、バ  

　

ス
タ
オ
ル
な
ど
の
宿
泊
に
必
要

　

な
も
の

　

野
外
活
動
が
で
き
る
服
装　
　

　

８
月
２
日
㈫

第
１
回

　

午
前
９
時
30
分（
２
時
間
程
度
）

第
２
回

　

午
後
１
時
30
分（
２
時
間
程
度
）

　

豊
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
現
地
集

　

合
）
豊
橋
市
新
西
浜
町
１
‐
３

　

下
水
道
の
仕
組
み
を
説
明
、
下

　

水
処
理
場
を
案
内

　

小
学
生
（
高
学
年
向
き
）
と
そ

　

の
保
護
者

　

各
20
組
（
申
込
順
）

　

無
料

　

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

８
月
１
日
㈪　

午
後
５
時

　

大
雨
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

豊
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
　

０
５
３
２
‐
32
‐
４
１
８
１

　
「
愛
知
県
史　

別
編　

民
俗
１

総
説
」の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る「
地

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の

小
・
中
学
校
で
講
師
と
し
て
勤
務

し
た
い
方
の
登
録
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。登
録
を
希
望
す
る

方
は
、
学
校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

８
月
20
日
㈯

　

午
後
1
時
〜
5
時

　

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

　

以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
（
キ

　

ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

　

い
方
な
ど
）

　

12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

　

選
を
行
い
ま
す
。

　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
1
,
0
5
0
円  

　

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

　

7
月
19
日
㈫
〜
8
月
11
日
㈭

　

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

　

ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
便

　

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　

号
、
年
齢
を
ご
記
入
の
上
、
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　

（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

　

女
性
が
直
面
す
る
相
続
、
離

婚
、
金
銭
な
ど
身
の
ま
わ
り
の
問

題
に
つ
い
て
、
解
決
の
た
め
の
一

歩
を
踏
み
出
す
た
め
、
女
性
の
弁

護
士
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　

８
月
16
日
㈫

　

市
の
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
を

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
11
日
㈰　

午
前
９
時

　

新
城
青
年
の
家

・
地
元
の
農
産
物
を
１
品
以
上
利

　

用
し
た
料
理
で
あ
る
こ
と

・
料
理
は
２
人
前
で
あ
る
こ
と

・
主
食
、
副
食
、
お
や
つ
、
子
ど

　

も
（
小
学
生
以
下
）
の
４
部
門

　

目
の
前
で
家
族
が
倒
れ
た
ら
、

ど
う
し
ま
す
か
？
何
も
し
な
け
れ

ば
、
絶
対
に
助
か
り
ま
せ
ん
。

　

は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー

　

女
性
４
人

　

相
談
は
秘
密
を
守
り
無
料
で

　

す
。

　

予
約
制
で
、８
月
１
日
㈪
か
ら
電

　

話
で
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

　

（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
５
時
15
分
ま
で
）

※
こ
の
法
律
相
談
は
、11
月
、平
成

　

24
年
２
月
に
も
実
施
し
ま
す
。

①
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

②
午
後
２
時
15
分
〜
３
時

③
午
後
３
時
〜
３
時
45
分

④
午
後
３
時
45
分
〜
４
時
30
分

　

こ
の
よ
う
な
時
に
、
慌
て
て
何

も
で
き
ず
に
後
悔
し
な
い
た
め
に

も
、
こ
の
機
会
に
救
命
法
を
学
び

ま
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
の
勇
気
が
、
「
命
」
を

救
い
ま
す
。

　

８
月
７
日
㈰　

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

消
防
署
作
手
出
張
所
（
作
手
総

　

合
支
所
東
側
）　
　
　

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
成
人
に
対
す

　

る
心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、
異

　

物
除
去

　

中
学
生
以
上

　

15
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
コ
ン
ク
ー
ル
当
日
に
料
理
を
持

　

参
で
き
る
方

　

郵
送
、Ｅ
メ
ー
ル
、
持
参
の
い

　

ず
れ
か
の
方
法
で
受
け
付
け
ま

　

す
。
参
加
部
門
、
氏
名
、
住
所
、

　

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
料

　

理
名
、材
料
、分
量
（
２
人
分
）、

　

レ
シ
ピ
、　

材
料
費
、
セ
ー
ル

　

ス
ポ
イ
ン
ト
、　

新
城
産
の
食

　

材
名
を
ご
記
入
の
上
、
写
真
を

　

添
付
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

　

８
月
19
日
㈮　

午
後
５
時
必
着

・
最
優
秀
賞
に
は
、
各
部
門
ご
と

　

に
賞
品
が
あ
り
ま
す
。

・
コ
ン
ク
ー
ル
当
日
の
食
材
費
は

　

実
行
委
員
会
が
負
担
し
ま
す
。

・
コ
ン
ク
ー
ル
当
日
は
、上
位
入
賞

　

者
の
み
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま

　

す
。

・
学
校
給
食
で
取
り
入
れ
る
こ
と

　

も
あ
り
ま
す
。

・
レ
シ
ピ
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　

（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
農
業
課

主
催

　

市
食
育
推
進
実
行
委
員
会

観
光
課22

‐
1
5
3
3（
今
泉
宅
）

　

毎
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
開
催
さ
れ
て
い
る
「
し
ん
し

ろ
節
句
ま
つ
り
」
は
、「
手
作
り
・

第
10
回

し
ん
し
ろ
節
句
ま
つ
り

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
　
「
節
句
ひ
な
サ
ロ
ン
」

リ
サ
イ
ク
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、

手
作
り
雛
や
吊
る
し
飾
り
を
会

場
一
杯
に
展
示
し
、
地
域
の
節

句
を
祝
う
お
祭
り
と
し
て
定
着

し
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

お
祭
り
の
企
画
・
運
営
は
す

べ
て
市
民
の
手
で
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
作
業
に
関
わ
れ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運

営
す
る
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
応
募
は
お
一
人
で
も
仲
良

し
グ
ル
ー
プ
の
方
と
一
緒
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
イ
ベ
ン
ト
を
成

し
遂
げ
た
時
の
達
成
感
や
充
実

感
を
ぜ
ひ
一
緒
に
体
験
し
ま
し

ょ
う
。

　

８
月
20
日
㈯

「広報ほのか」お知らせページに広告を載せませんか。
掲載料金：6カ月間（平成23年10月号～平成2４年3月号）で100,000円（50ｍｍ×170ｍｍ）
　　　　　このほかにも半分の枠（50,000円）もあります。
カ ラ ー：２色
掲載原稿：原稿は各自で毎月ご用意ください。
申込方法：8月25日（木）までに申込書を、秘書広報課へご提出ください。
※掲載には審査があります。応募多数の場合は基準に従って決定します。詳しくは、秘書広報課へお問い合わせください。

秘書広報課　     23-7623【広報ほのか】に広告を載せませんか【広報ほのか】に広告を載せませんか

　

小
学
校
教
員
免
許
ま
た
は
中
学

　

校
教
員
免
許
を
所
有
の
方

域
・
伝
統
・
都
市
」
の
視
点
で
と

ら
え
た
愛
知
の
民
俗
に
つ
い
て
、

執
筆
担
当
者
が
分
か
り
や
す
く
お

話
し
し
ま
す
。

　

８
月
27
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　

県
図
書
館
５
階
大
会
議
室

　

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
一
丁
目

　

９
‐
３

　

地
域
・
伝
統
・
都
市
〜
県
史
で 

　

と
ら
え
た
愛
知
の
民
俗
〜

・
岩
井
宏
實
氏
（
帝
塚
山
大
学

　
名
誉
教
授
）

・
伊
藤
良
吉
氏
（
日
本
民
俗
学

　
会
会
員
）

・
伊
東
久
之
氏
（
岐
阜
大
学
教

　
授
） 

・
服
部　

誠
氏
（
県
立
旭
丘
高

　
等
学
校
教
諭
）

　

２
０
０
人
（
要
申
込
・
先
着
順
）

　

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

募
集
開
始　

　

７
月
19
日
㈫
か
ら

　

駐
車
場
は
有
料
で
す
。
台
数
に

　

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共

　

交
通
機
関
で
の
来
館
に
ご
協
力

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

い
わ
　
い
　
　ひ
ろ

み

い
　
と
う
り
ょ
う
き
ち

い
　
と
う

ひ
さ
ゆ
き

は
っ
と
り
　
　
ま
こ
と
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「
林
　
主
水
の
生
き
方
」

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー

広
告
を
掲
出
し
ま
せ
ん
か

秘
書
広
報
課

　

23
‐
7
6
2
3

行
政
課　
　

23
‐
7
6
１
１

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

23
‐
6
8
1
0

　

知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
・

　

中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所

４
号
機
、
５
号
機
の
停
止
お
よ
び

３
号
機
の
運
転
再
開
が
見
送
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
夏
期
に
供
給
さ

れ
る
電
力
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
本
部
を
設
置
し
、
自
身
の
省

エ
ネ
・
節
電
対
策
を
徹
底
し
て
い

ま
す
。

　

室
温
や
照
明
を
調
整
す
る
ほ

か
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
の
執
務
や
緑

の
カ
ー
テ
ン
の
設
置
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
１
日
㈮
か
ら
、
昼

休
み
時
間
の
変
更
も
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
夏
期
電
力
消
費
の
ピ

ー
ク
の
分
散
を
狙
う
取
り
組
み

で
、
現
在
の
昼
休
み
時
間
を
30
分

ず
ら
し
、
午
後
０
時
30
分
か
ら
午

後
１
時
30
分
と
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
窓
口
業
務
は
昼
休
み
中

で
も
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の

で
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
務
課　

23
‐
7
6
１
5

税
務
課　
　

23
‐
7
6
１
5

　

１
月
以
降
に
建
物
（
車
庫
や
物

置
な
ど
を
含
み
ま
す
）
の
新
築
・

増
築
ま
た
は
取
り
壊
し
を
さ
れ
た

方
は
、
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ご
都
合
を
相
談
の
上
、
家
屋

評
価
に
伺
い
ま
す
。

　

家
屋
評
価
は
、
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

申
請
予
約
の
受
け
付
け
を
年
４

回
に
分
け
て
行
い
、
現
在
７
月
か

ら
９
月
ま
で
に
設
置
す
る
も
の
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
10
月
以
降

に
設
置
を
行
う
方
の
受
け
付
け
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

申
請
は
、
必
ず
設
置
前
に
行
わ

な
い
と
交
付
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
補
助
金
は
予
算
範
囲
内
の

交
付
と
な
り
ま
す
。
補
助
の
対
象

区
域
お
よ
び
対
象
要
件
な
ど
の
詳

細
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
市
内
企
業
お
よ
び
商

店
街
な
ど
の
振
興
と
、
自
主
財
源

の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告

枠
を
設
け
て
い
ま
す
。

募
集
要
項

掲
出
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w
.city.shinshiro.

　
lg.jp/

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
）

※
広
告
枠
は
、
ペ
ー
ジ
右
上

ア
ク
セ
ス
件
数

手
当
の
振
り
込
み

　

児
童
扶
養
手
当
を
８
月
10
日

㈬
に
振
り
込
み
ま
す
。
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
、
金
融
機
関
で

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
児 

　

童
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各

　

総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ
届

　

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

児
童
扶
養
手
当
、
県
・
市
遺

児
手
当
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

７
月
下
旬
に
用
紙
を
郵
送
し
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
８

月
１
日
㈪
か
ら
31
日
㈬
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
方
に
は
、
８
月
上
旬
に

用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
し
、
８
月
11
日
㈭
か

ら
９
月
９
日
㈮
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
は
、土・日
曜
日
を
除
く 

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

　

時
15
分
の
間
に
、
児
童
課
ま

　

た
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支

　

所
地
域
振
興
課
へ
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
出
は
、

　

８
月
以
降
の
手
当
の
受
給
資

　

格
確
認
の
た
め
必
要
で
す
の

　

で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。

障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
と
の

関
係

　

両
親
の
一
方
が
障
が
い
の
状

態
で
、
児
童
が
父
ま
た
は
母
に

支
給
さ
れ
る
障
害
基
礎
年
金
の

子
加
算
の
対
象
で
あ
る
方
は
、

こ
の
４
月
か
ら
、
児
童
扶
養
手

当
額
が
障
害
基
礎
年
金
の
子
加

算
額
を
上
回
る
場
合
、
申
請
に

よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
３

月
末
ま
で
に
申
請
が
で
き
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
８
月
31
日
㈬

ま
で
に
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
、

４
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

９
月
１
日
以
降
に
申
請
を
し

た
場
合
は
、
申
請
の
あ
っ
た
月

の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
課

   

23
‐
7
6
2
2

地
域
振
興
課

　

32
‐
1
9
8
2

地
域
振
興
課

 　
37
‐
2
2
7
9

下
水
道
課

　

23
‐
7
6
4
4

地
域
整
備
課

　

32
‐
1
9
8
8

地
域
整
備
課

　

37
‐
2
2
9
8

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

し
ま
し
ょ
う

市
役
所
の
夏
期
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
に
つ
い
て

家
屋
の
新
増
築
、取
り
壊
し
を

さ
れ
た
方

　

平
成
24
年
度
か
ら
次
に
該
当
す

る
冷
蔵
倉
庫
用
家
屋
は
、
固
定
資

産
税
の
評
価
額
算
出
に
お
け
る
減

価
年
数
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

•
構
造
が
木
造
以
外
（
鉄
筋
コ
ン

　

ク
リ
ー
ト
造
、
鉄
骨
造
、
軽
量

　

鉄
骨
造
な
ど
）
で
あ
る
こ
と

•
保
管
温
度
設
定
が
摂
氏
10
度
以

　

下
に
保
た
れ
る
倉
庫
で
あ
る
こ
と

•
倉
庫
自
体
に
冷
蔵
機
能
を
備
え

　

て
い
る
こ
と
（
常
温
倉
庫
内
に

　

プ
レ
ハ
ブ
方
式
冷
蔵
庫
や
業
務

　

用
冷
蔵
庫
な
ど
を
設
置
し
て
い

　

る
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
）

　

市
内
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

倉
庫
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
実

地
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
税
務

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

冷
蔵
倉
庫
用
家
屋
の
固
定
資
産

評
価
基
準
が
変
更
に
な
り
ま
す

児
童
扶
養
手
当
の
振
り
込
み
な
ど

文
化
課　
　

23
‐
7
6
5
5

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

　

長
篠
城
籠
城
戦
に
お
い
て
、
戦

没
者
が
極
め
て
多
い
現
実
を
見
て

仏
心
を
得
、
医
王
寺
で
修
行
し
て

奥
平
家
物
故
者
の
た
め
に
め
い
福

を
弔
う
若
い
家
臣
が
い
ま
し
た
。

そ
の
名
を
「
林　

主
水
」
ま
た
は

「
幸
郷
」
と
言
い
、
出
家
後
「
心

庵
宗
祥
」
と
名
乗
り
ま
し
た
。

　

天
正
18
年
（
1
5
9
0
）、
奥

平
信
昌
は
上
野
国
宮
崎
（
現
群

馬
県
富
岡
市
）
に
お
国
替
え
と

な
り
、
心
庵
も
父
や
兄
と
と
も
に

主
君
信
昌
に
従
っ
て
宮
崎
に
移
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
心
庵
は
宮
崎

に
近
い
南
蛇
井
の
最
興
寺
和
尚
の

高
徳
を
聞
き
寺
に
入
っ
て
修
行

し
、
慶
長
元
年
（
1
5
9
6
）、

上
野
国
吾
妻
郡
応
桑
村
（
現
群

馬
県
吾
妻
郡
長
野
原
町
応
桑
）

常
林
寺
の
五
世
和
尚
と
し
て
赴
任

し
ま
し
た
。
常
林
寺
は
長
篠
合

戦
に
お
い
て
武
田
方
武
将
と
し
て

参
戦
し
て
亡
く
な
っ
た
鎌
原
重
澄

の
開
基
寺
で
、
こ
こ
に
お
い
て
く

し
く
も
長
篠
合
戦
の
敵
味
方
が
関

与
す
る
形
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

慶
長
３
年
（
1
5
9
8
）、
心

庵
は
信
濃
国
追
分
（
現
長
野
県

軽
井
沢
町
追
分
）
泉
洞
寺
開
山

と
な
り
、
彼
の
高
徳
は
遠
近
に
聞

こ
え
信
者
が
四
方
か
ら
集
ま
り
、

檀
徒
数
２
５
０
余
戸
に
及
ん
だ
と

泉
洞
寺
の
過
去
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
奥
平
信
昌
・
家
昌
親

子
の
信
頼
も
厚
く
、
家
昌
が
慶

長
８
年
（
1
6
0
３
）、
宇
都
宮

城
主
に
な
る
と
家
昌
は
一
寺
を
建

立
し
心
庵
禅
師
を
迎
え
寺
名
も

最
興
寺
と
し
ま
し
た
。
元
和
元

年
（
1
6
1
5
）、
心
庵
禅
師
は

宇
都
宮
に
お
い
て
遷
化
し
ま
し
た

が
、
寺
そ
の
も
の
は
奥
平
家
に
随

従
し
、
龍
松
寺
と
寺
名
を
変
え

現
在
で
も
大
分
県
中
津
市
に
現

存
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
５
月
18
日
、
軽
井

沢
町
追
分
の
泉
洞
寺
に
お
い
て
心

庵
禅
師
末
え
い
林
氏
を
は
じ
め
常

林
寺
、
医
王
寺
な
ど
関
係
諸
寺

が
集
ま
り
心
庵
禅
師
の
供
養
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

長
篠
城
籠
城
秘
話

再
発
見
！

64
心庵宗祥禅師木像

（軽井沢町追分泉洞寺）

長
篠
城
籠
城
秘
話

〜
成
年
後
見
制
度
勉
強
会
〜

成
年
後
見
制
度
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？

　

月
平
均
約
２
０
，０
０
０
件

※
こ
の
デ
ー
タ
は
参
考
で
あ
り
、

　

毎
月
の
ア
ク
セ
ス
件
数
を
保
証

　

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

月
額
広
告
料
（
１
枠
）

　

１
０
，
０
０
０
円
（
税
込
）

枠
数

　

５
枠

掲
出
期
間

　

１
カ
月
単
位
で
の
申
し
込
み
が

　

で
き
、
掲
出
希
望
月
数
の
多
い

　

も
の
を
優
先
し
ま
す
。
同
条
件

　
の
申
込
者
が
多
数
あ
る
場
合
は
、

　

抽
選
に
な
り
ま
す
。

※
広
告
切
替
日
が
休
日
に
当
た
る

　

場
合
は
、日
数
が
増
減
し
ま
す
。

申
込
受
付

　

随
時
受
付

　

市
公
式
サ
イ
ト
広
告
掲
出
申
込

　

書
（
様
式
第
１
号
）
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
上
、
掲
出
を
希
望

　

す
る
月
の
前
月
10
日
こ
ろ
ま
で

　

に
秘
書
広
報
課
へ
お
送
り
く
だ

　

さ
い
。

※
提
出
前
に
必
ず
関
係
規
定
を
お

　

読
み
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
秘
書
広
報
課

　
「
バ
ナ
ー
広
告
申
し
込
み
」
係

　

23
‐
7
3
9
6

　

info@
city.shinshiro.lg.jp

認
知
症
な
ど
に
よ
っ
て
、
物
事
を

判
断
す
る
能
力
が
低
下
し
た
方

を
、
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
の
被

害
か
ら
守
っ
た
り
、
金
銭
管
理
の

お
手
伝
い
を
し
た
り
す
る
の
が

「
成
年
後
見
制
度
」
で
す
。
ど
な

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
勉
強
し
ま

し
ょ
う
。

　

８
月
27
日
㈯

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　

文
化
会
館
３
０
１
講
習
室

　

N
P
O
法
人　

東
三
河
後
見
セ

　

ン
タ
ー

　

代
表
理
事　

長
谷
川
卓
也
氏

　

無
料

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

防
災
対
策
課

　

22
‐
4
8
0
4

　

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
防
災

関
係
機
関
の
連
携
体
制
の
確
立

と
、
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
県
、
市
、
県
下
防
災

関
係
機
関
な
ど
の
参
加
協
力
の
も

と
に
、
東
海
・
東
南
海
地
震
を
想

定
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。
県
・
市
総
合
防
災
訓
練
が

新
城
市
で
開
催
さ
れ
る
の
は
10
年

ぶ
り
で
す
。

　

当
日
、
訓
練
会
場
周
辺
で
は
多

く
の
方
や
関
係
車
両
が
集
結
し
ま

す
。　
　

　

ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
に

よ
る
騒
音
も
発
生
し
ま
す
。
会
場

付
近
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

８
月
28
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
ほ
う
ら
い
、

　

鳳
来
中
学
校
、
鳳
来
西
小
学
校

平
成
23
年
度

県
・
市
総
合
防
災
訓
練

は
　
せ
　
が
わ
た
く

や

か
ん
ば
ら
し
げ
ず
み

こ
う
づ
け
の
　く
に

せ
ん
　
げ

せ
ん
ど
う
　
じ

り
ゅ
う
し
ょ
う

じ

じ

じ
ょ
う
り
ん

さ
い
こ
う
　じ

な
ん

じ
ゃ
い

あ
ん
そ
う
し
ょ
う

し
ん

ゆ
き
さ
と

ろ
う
じ
ょ
う

ぶ
っ

こ

し
ゃ

こ
う
と
く

あ
が
つ
ま
ぐ
ん
お
お
く
わ
む
ら

な
が

の

は
ら

だ
ん

ず
い

じ
ゅ
う

く

よ
う

と

か
い
き

で
ら

お
い
わ
け

ぶ
っ
し
ん

も
ん
　
ど
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
公
園・河
川
敷
公
園
の
利
用
は

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

東
三
河
Ｉ
Ｔ
食
農
先
導
士

養
成
拠
点
の
形
成

都
市
計
画
課

　

23
‐
7
6
4
0

長
寿
課

　

23
‐
7
6
8
8

　

公
園
・
河
川
敷
公
園
は
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
全
に
利

用
で
き
る
場
所
で
す
。
い
つ
で
も

快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

•
バ
ッ
ト
を
使
用
し
た
野
球
、
多

　

人
数
で
の
サ
ッ
カ
ー
や
ゴ
ル
フ

　

の
練
習
な
ど
、
ほ
か
の
利
用
者

　

に
危
険
や
迷
惑
の
か
か
る
こ
と

　

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

•
遊
具
で
の
危
険
な
遊
び
は
や
め

　

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
幼
児
が
遊

　

ぶ
と
き
は
、
保
護
者
が
同
伴
し

　

ま
し
ょ
う
。

•
公
園
内
で
の
火
気
の
使
用
は
禁

　

止
で
す
。
ま
た
、
施
設
や
樹
木

　

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

•
ご
み
や
飼
い
犬
の
ふ
ん
な
ど
は
、

　

各
自
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

東
三
河
地
域
の
食
農
産
業
を
振

興
す
る
た
め
に
、
豊
橋
技
術
科
学

大
学
、
県
、
地
域
自
治
体
の
連
携

の
も
と
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
今

回
は
、「
施
設
園
芸
と
農
商
工
連

携
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
き
ま
す
。

　

９
月
23
日
㈷

　

午
後
１
時
〜
４
時
40
分

　

蒲
郡
市
民
会
館
東
ホ
ー
ル　

　

３
０
０
人

　

無
料
（
要
事
前
申
込
み
）

　

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に

外
地
よ
り
引
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た

方
々
が
、
税
関
な
ど
に
預
け
た
通

貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い

ま
す
が
、
今
な
お
引
き
取
り
手
が

な
く
、
保
管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
も
の
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

返
還
請
求
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
ご
本
人
は
も
と
よ
り
ご
家
族

の
方
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
心
当
た

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

返
還
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
な
ど

•
上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局

　

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な

　

ど
•
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人

　

自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通

　

貨
•
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日

　

本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

※
旧
日
本
銀
行
券
、
旧
日
本
軍
軍

　

票
、支
那
事
変
割
引
国
庫
債
券
、

　

大
東
亜
戦
争
割
引
国
庫
債
券
な

　

ど

航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成 

コ
ー
ス
）・
一
般
曹
候
補
生

受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈪
〜
９
月
９
日
㈮

試
験

　
（
航　

空
）
１
次
９
月
23
日
㈮

　
（
一
般
曹
）
１
次
９
月
17
日
㈯

応
募
資
格

　
（
航　

空
）
21
歳
未
満
高
卒（
見

　

込
含
）

　
（
一
般
曹
）
18
歳
以
上
27
歳
未

　

満
の
者

自
衛
官
候
補
生
男
子

受
付
期
間

　

９
月
下
旬
ま
で

試
験

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

自
衛
官
候
補
生
女
子

受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈪
〜
９
月
９
日
㈮

試
験

　

９
月
25
日
㈰
〜
28
日
㈬

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
遭
い
、
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

が
そ
の
加
害
者
を
起
訴
し
て
く
れ

な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持

ち
の
方
の
た
め
に
、
検
察
審
査
会

が
あ
り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
、｢く

じ
｣で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審

査
員
で
、
検
察
官
が
加
害
者
を
起

訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の
善
し
あ
し

を
審
査
し
ま
す
。

　

地
域
で
生
き
い
き
と
暮
ら
す
た

め
に
、
生
き
が
い
を
求
め
、
い
つ

ま
で
も
健
康
で
楽
し
い
人
生
を
送

り
ま
せ
ん
か
。

　

あ
な
た
の
ご
入
会
を
、
会
員
一

同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

豊
橋
検
察
審
査
会
事
務
局

（
名
古
屋
地
方
裁
判
所
豊
橋

支
部
内
）

　

0
5
3
2
‐
52
‐
3
2
8
3

豊
橋
税
関
支
署　

取
締
部
門

　

0
5
3
2
‐
32
‐
6
5
6
8

豊
橋
技
術
科
学
大
学

I
T
食
農
先
導
士
推
進
室

　

0
5
3
2
‐
44
‐
6
6
5
5

　

0
5
3
2
‐
81
‐
5
1
0
8

　

sendoshi@
recab.tut.ac.jp

　

http://w
w
w
.recab.tut.ac.jp

自
衛
隊
豊
川
地
域
事
務
所

　

0
5
3
3
‐
85
‐
2
4
1
1

あ
な
た
の
力
を
老
人
ク
ラ
ブ
に

自
衛
官
な
ど
の
採
用
試
験

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

終
戦
当
時
、引
揚
者
の
方
々
か
ら

お
預
か
り
し
た
通
貨・証
券
な
ど

を
返
還
し
て
い
ま
す

「マボロシの鳥」　藤城清治／影絵
太田　光／原作・文　講談社
　影絵作家藤城氏が
小説「マボロシの鳥」
に触発されて完成さ
せた影絵絵本です。
自ら“最高傑作”と言
う美しい絵で、舞台
芸人の物語をお楽しみください。
「つんつくせんせいといたずらぶんぶん」
たかどのほうこ／作・絵　フレーベル館
　いたずら虫を口に入
れてしまった先生から
思ってもいない指示が
出て、園児たちはビッ
クリ！親子で楽しめる
ユーモア絵本です。

貸出券作成
鳳来・作手各総合支所でも交付の申請
可。後日、自宅に郵送。
ファックス貸出
ファックスで申し込めば、一度に3冊まで
鳳来・作手各総合支所へ届けます。

■「戦争と平和」について考えよう！
　絵本から東日本大震災・原子力発電 
　関連まで、広く多数の本を集めます。
■阿部夏丸氏の本を読もう！
 ８月２０日の講演会講師で豊田市出身
　の作家・阿部氏の本を集めます。
■「あいち環境絵本」を読もう！
　環境をテーマにした絵本の入賞作品
　５２冊を集めます。市内在住の方の作
　品もありますので、ぜひご覧ください。

８月２０日(土)から２７日(土)までの間
「新城図書館まつり」を開催します。盛り
だくさんの企画で皆さんをお待ちして
います。
※内容の詳細は11ページに掲載

新城図書館 　23‐2333    24‐3415

●そのほか

「新城図書館まつり2011」について

特集コーナー展示について

新城図書館のご案内

開館時間　午前9時～午後8時
連日開館　休館日は月末1日のみ
貸出冊数　一人8冊まで（15日間）

新
城
警
察
署
だ
よ
り

新
城
警
察
署　

22
‐
0
1
1
0

　
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
ま
ち

〜
犯
罪
に
あ
わ
な
い
！
犯
罪
を
起

こ
さ
な
い
！
犯
罪
を
見
逃
さ
な

い
！
〜

　

８
月
１
日
㈪
か
ら
10
日
㈬
ま
で

の
10
日
間
、「
夏
の
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
県
民
運
動
」
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

犯
罪
は
現
在
も
多
発
し
て
い
ま

す
。
カ
ギ
の
掛
け
忘
れ
、
開
け

放
し
は
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入

盗
の
手
口
の
約
３
割
を
占
め
ま

す
。
戸
締
ま
り
が
お
ろ
そ
か
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

侵
入
盗
は
、
生
活
の
拠
点
に
侵

入
し
強
盗
に
も
な
り
う
る
危
険
な

犯
罪
で
す
。
快
適
な
暮
ら
し
を
続

け
て
い
く
た
め
に
防
犯
の
基
本
を

活
動
事
例

•
ク
ラ
ブ
活
動
（
民
踊
、
歌
謡
、

　

詩
吟
、ダ
ン
ス
、大
正
琴
、書
道
、

　

盆
栽
、
草
花
、
木
彫
、
陶
芸
、

　

竹
細
工
、
囲
碁
）

•
ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー

　

ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
各

　

種
大
会
、ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
）

•
高
齢
者
大
学
の
開
講

•
生
き
い
き
ま
つ
り
開
催

•
女
性
部
活
動
（
施
設
訪
問
、
料

　

理
教
室
な
ど
）

　
　

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　

 （
事
務
局
）

　
　

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

新
城
市
日
吉
字
山
ノ
田
77
番

      

地
１　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

23
‐
０
４
４
１

       　

center@
tees.jp

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
女
子

　

氏
名
、フ
リ
ガ
ナ
、住
所
、職
業
、

　

連
絡
先
を
ご
記
入
の
上
、
フ
ァ

　

ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

　

か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

受
講
生
募
集（
４
期
生
）

　

豊
橋
技
術
科
学
大
学
の
培
っ
た

先
端
的
技
術
科
学
の
情
報
と
工
学

技
術
を
体
系
的
に
導
入
し
、Ｉ
Ｔ

生
産
管
理
・
Ｉ
Ｔ
経
営
管
理
の
で

き
る
人
材
「
Ｉ
Ｔ
食
農
先
導
士
」

を
養
成
し
ま
す
。

　

12
月
〜
平
成
25
年
３
月

　

教
室
講
義
、e
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
、

　

実
務
訓
練

※
単
位
取
得
・
修
了
者
に
は
「
Ｉ

　

Ｔ
食
農
先
導
士
」
の
称
号
を
授

　

与

　

25
人

募
集
期
間　

　

９
月
30
日
㈮
〜
10
月
20
日
㈭

守
り
ま
し
ょ
う
。

　
防
災
は 

日
ご
ろ
の
備
え 

心
掛
け

〜
必
ず
来
る
！
そ
の
日
の
た
め
に
〜

　

昨
年
は
、
愛
知
県
で
は
大
き
な

災
害
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
全
国
的
に
は
、
局
地
的
な

大
雨
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
大
き
な

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
は
元
来
、
風
水
害
の
起

き
や
す
い
風
土
で
、
愛
知
県
も
過

去
に
は
伊
勢
湾
台
風
や
東
海
豪
雨

な
ど
の
大
災
害
を
経
験
し
て
お

り
、
今
後
も
い
つ
こ
の
よ
う
な
災

禍
に
見
舞
わ
れ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
風
水
害
に
限
ら
ず
東
海

地
震
や
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど

大
規
模
な
地
震
災
害
の
発
生
も
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

災
害
は
時
と
場
所
を
選
び
ま
せ

ん
。
必
ず
く
る
そ
の
日
に
備
え
、

日
ご
ろ
か
ら
家
庭
や
地
域
で
防
災

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
考
え
、
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
の
正
義
を
生
か
す
場
所

〜
愛
知
県
警
察
官
募
集
〜

　

愛
知
県
警
察
の
使
命
は
、
皆
さ

ん
の
生
命
や
財
産
を
脅
か
す
事
件

や
事
故
を
一
件
で
も
多
く
減
ら

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な

愛
知
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
今
、

や
り
が
い
や
達
成
感
を
得
る
た
め

に
仕
事
に
就
こ
う
と
考
え
て
い
る

あ
な
た
に
、
あ
な
た
の
思
い
を
生

か
す
フ
ィ
ー
ル
ド
が
こ
こ
に
あ
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
の
警
察
署
ま

た
は
警
察
本
部
（
０
５
２
‐
９
６

１
‐
１
４
７
９
）
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

東
三
河
県
税
事
務
所

　

0
5
3
2
‐
54
‐
5
1
1
1

　

個
人
事
業
税
の
第
一
期
分
の
納

期
限
は
８
月
31
日
㈬
で
す
。
８
月

中
旬
に
県
か
ら
納
税
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
（
納
付
金
額
が
30
万
円
以
下

の
も
の
に
限
る
）、
東
三
河
県
税

事
務
所
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/

zeim
u/

個
人
事
業
税
第
一
期
分
の

納
税
を
お
忘
れ
な
く

名
古
屋
法
務
局
新
城
支
局

　

22
‐
0
4
3
7

　

東
日
本
大
震
災
で
避
難
し
て
き

た
児
童
が
、「
放
射
能
が
う
つ
る
」

と
い
っ
た
中
傷
を
受
け
る
な
ど
の

事
案
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
や
さ

し
さ
を
忘
れ
ず
、
み
ん
な
で
こ
の

困
難
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

（
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
）

　

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

受
付
時
間　

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

５
時
15
分

い
ま　

助
け
合
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
に　

な
ぜ

か

さ
い

おお た　　 ひかり

ふじしろせい じ
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社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

新城保健センター　　23‐8551
鳳来保健センター　　32‐2811
作手保健センター　　37‐2839

お問い
合わせ

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

　

８
月
９
日
㈫

　
　

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　

８
月
17
日
㈬

　

両
日
と
も
午
前
10
時
〜
正
午

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、創
作
活
動

　

こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に
不

　

安
を
感
じ
て
い
る
方

　

９
月
３
日
㈯　

午
前
実
施

　

乳
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症
は
一

　

日
実
施

　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
乳
が
ん

　

前
立
腺
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症

※
前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
の
方

　

が
対
象
で
す
。

※
40
歳
代
の
方
の
乳
が
ん
検
診
は

　

二
方
向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
。

　

胃
が
ん　
　
　

１
，
０
０
０
円

　

大
腸
が
ん      　
　

３
０
０
円

　

乳
が
ん　
　
　

１
，
３
０
０
円

　

（
40
歳
代　

１
，
４
０
０
円
）

　

前
立
腺
が
ん　
　
　

５
０
０
円

　
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診　
４
０
０
円

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在

大
腸
が
ん
検
診
と
喀
痰
検
査
を
希

望
す
る
方
に
検
査
容
器
を
随
時
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。提
出
日
は
決

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
各
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

大
腸
が
ん
検
診

　

２
日
間
自
宅
で
便
を
採
り
ま
す
。

　

喀
痰
検
査

　

３
日
間
な
る
べ
く
連
続
で
た
ん

　

を
採
り
ま
す
。（
た
ん
の
出
な
い

　

方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

　

大
腸
が
ん　

３
０
０
円

　

喀
痰
検
査　

５
０
０
円

　

８
月
17
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
11
時

　

就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
発

　

達
・
発
育
・
育
児
に
つ
い
て
、

　

心
配
な
こ
と
の
あ
る
方
に
心
理

　

相
談
員
に
よ
る
個
別
相
談
を
行

　

い
ま
す
。

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

８
月
９
日
㈫

　

午
後
１
時
20
分

　

妊
産
婦
・
一
般
（
成
人
）
の
方

　

無
料

　

母
子
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康
手
帳

　

９
月
８
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

交
流
会
、
リ
カ
バ
リ
ー
ヨ
ガ　

　

１
歳
未
満
の
乳
児
と
そ
の
家
族

　

15
組

　

母
子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル
、

　

水
分
な
ど

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

　

10
月
４
日
㈫
、
31
日
㈪

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

　

Ⓐ
昭
和
47
年
４
月
１
日
〜
平
成

　
　

5
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方

　
　

で
、
健
診
を
受
け
る
機
会
の

　
　

な
い
男
女

　

Ⓑ
昭
和
12
年
４
月
１
日
〜
昭
和

　
　

47
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方

　
　

で
、
生
活
保
護
世
帯
の
男
女

　

①
一
般
健
康
診
査
（
尿
検
査
、

　
　

身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、
血

　
　

液
検
査
、
内
科
診
察
）

　

②
骨
密
度
測
定

　

③
歯
科
健
診

　

④
乳
が
ん
検
診 

（
超
音
波
・
視 

　
　

触
診
）

※
午
前
は
①
②
の
セ
ッ
ト
受
診
、

　

午
後
は
①
②
③
の
セ
ッ
ト
で
の

　

受
診
に
な
り
ま
す
。

※
④
乳
が
ん
検
診
は
一日
実
施
で
、

　

女
性
の
希
望
者
の
み
で
す
。

　

１
，
０
０
０
円

　
（
乳
が
ん
希
望
者
は
別
途
５
０

　

０
円
）

　

Ⓑ
の
対
象
者
は
無
料

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

※
４
月
以
降
に
乳
が
ん
検
診
を
受

　

診
さ
れ
た
方（
予
定
の
方
）は
④

　

の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

９
月
30
日
㈮
ま
で
実
施

　

昭
和
16
・
26
・
36
・
46
・
56
年

　

生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
に
は
、
５
月
下
旬
に
通

　

知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
通

　

知
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
忘

　

れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

シリーズ第50話

市民病院　総務課　　23‐7852

　

 「
と
び
ひ
」
と
い
う
の
は
一
般
的

な
名
称
で
、
主
に
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌

な
ど
の
細
菌
の
感
染
に
よ
っ
て
起
こ

る
伝
染
性
膿
痂
疹
と
い
う
皮
膚
病
で

す
。あ
せ
も
、
虫
刺
さ
れ
、
湿
疹
な
ど

の
引
っ
か
き
傷
か
ら
細
菌
が
入
り
と

び
ひ
に
な
り
ま
す
。と
び
ひ
に
か
か

る
と
水
疱（
水
ぶ
く
れ
）が
で
き
、
こ

の
水
疱
が
破
れ
て
で
た
膿
が
皮
膚
に

付
い
て
、
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く

よ
う
す
が
火
事
の「
飛
び
火
」に
例
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら「
と
び
ひ
」と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

と
び
ひ
に
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。

水
疱
が
で
き
る
水
疱
性
膿
痂
疹
と
、

炎
症
が
強
く
、
か
さ
ぶ
た
が
で
き
る

痂
皮
性
膿
痂
疹
が
あ
り
ま
す
。水
疱

性
膿
痂
疹
は
夏
に
多
く
、
大
人
よ
り

子
ど
も
に
多
く
発
症
し
ま
す
。虫
刺

さ
れ
な
ど
の
引
っ
か
き
傷
や
小
さ
い

傷
に
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
な
ど
が
感

染
し
て
水
疱
が
で
き
ま
す
。水
疱
は

す
ぐ
に
破
れ
て
、
た
だ
れ
て
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。痂
皮
性
膿
痂
疹
は
季

節
に
関
係
な
く
発
症
し
、
大
人
に
多

く
、
免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
時
に

感
染
す
る
と
、
す
ぐ
に
広
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の

方
に
で
き
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。痛
み
が
強
く
、熱
が
出
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

夏
は
特
に
子
ど
も
が
と
び
ひ
に
か

か
り
や
す
い
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ

う
。と
び
ひ
は
非
常
に
感
染
力
が
強

い
た
め
、
と
び
ひ
の
子
ど
も
が
遊
ん

で
い
て
ほ
か
の
子
ど
も
と
皮
膚
が
接

触
し
た
時
に
、
皮
膚
に
か
き
傷
が
あ

る
と
菌
が
付
着
し
、
う
つ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、プ
ー
ル
で
感
染
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
に
ケ
ガ
や
か
き
傷
が
あ

る
場
合
は
、
と
び
ひ
に
か
か
っ
て
い

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
プ
ー

ル
に
入
る
こ
と
で
感
染
さ
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

と
び
ひ
を
予
防
す
る
に
は
、
汗
を

か
い
た
ら
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
皮
膚

を
清
潔
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

あ
せ
も
や
虫
刺
さ
れ
を
か
き
む
し
る

こ
と
で
、
角
質
層
が
破
壊
さ
れ
細
菌

の
温
床
と
な
り
ま
す
。と
び
ひ
は
比

較
的
皮
膚
の
浅
い
と
こ
ろ
に
菌
が
付

着
し
ま
す
の
で
、
皮
膚
を
傷
つ
け
な

い
た
め
に
も
、
爪
を
短
く
切
り
ま
し

ょ
う
。か
ゆ
み
は
な
か
な
か
我
慢
で

き
ま
せ
ん
が
、
か
き
む
し
ら
な
い
こ

と
が
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

治
療
と
し
て
は
、
抗
生
物
質
の
軟

膏
を
塗
り
、
ガ
ー
ゼ
で
覆
っ
て
感
染

を
防
ぐ
よ
う
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。な
る
べ
く
乾
燥
さ
せ
た
方
が
よ

い
の
で
、
傷
用
の
絆
創
膏
を
貼
る
こ

と
は
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。症

状
が
緩
和
さ
れ
な
い
場
合
は
、
抗
生

剤
の
内
服
薬
が
投
与
さ
れ
ま
す
。ま

た
、か
ゆ
み
が
ひ
ど
い
場
合
は
、か
ゆ

み
止
め
の
内
服
薬
も
あ
り
ま
す
。完

治
す
る
ま
で
根
気
よ
く
治
療
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

水
ぶ
く
れ
や
か
さ
ぶ
た
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
か
？
悪
化
し
た
り
、
周
り

の
方
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
も
、
と

び
ひ
か
な
？
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

病
院
で
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

夏
に
多
い
皮
膚
病「
と
び
ひ
」に
つ
い
て

市民病院
皮膚科部長　　濱松　徹

はま まつ　 とおる

デ
ン
タ
ル
ド
ッ
ク

　
　
　
　
　
（
個
別
歯
周
疾
患
検
診
）

産
後
マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
要
申
込
）

大
腸
が
ん
検
診
・
喀
痰
検
査

元
気
は
つ
ら
つ
健
診（
要
申
込
）

幼
児
心
理
相
談
（
要
申
込
）

妊
産
婦・一
般
歯
科
健
診（
要
申
込
）

ほのか診察室ほのか診察室

　
　

市
内
の
委
託
医
療
機
関　

　

中
学
１
年
生
相
当
と
高
校
３

年
生
相
当
の
年
齢
の
方
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
４
月
に
封
書

で
通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
夏

休
み
な
ど
を
利
用
し
忘
れ
ず
に

期
間
内
に
受
け
ま
し
ょ
う
。（
詳

し
く
は
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

平
成
24
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

　

実
施

　

第
３
期

　

平
成
10
年
４
月
２
日
生
〜

　

平
成
11
年
４
月
１
日
生　

　

第
４
期

　

平
成
５
年
４
月
２
日
生
〜

　

平
成
６
年
４
月
１
日
生

※
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　

必
ず
事
前
に
医
療
機
関
へ
予

　

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
に
限
り
、高
校
２
年
生

　

相
当
の
年
齢
で
修
学
旅
行
や

　

学
校
行
事
で
渡
航
す
る
予
定

　

の
方
も
接
種
で
き
ま
す
。接
種

　

を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
保
健

　

セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

　

い
。

麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
Ｍ
Ｒ
）

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

で
ん
せ
ん
せ
い
の
う

か

し
ん

し
っ
し
ん

か
く
た
ん

か
　
ひ

せ
い

の
う

か

し
ん

す
い
ほ
う

な
ん

こ
う

ば
ん
そ
う
こ
う

う
み
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環境課  　    　23‐7677　  23‐8388
生活衛生課　　22‐0521　  22‐0554

※
右
記
の
品
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
や
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
の
「
譲
り
た
い 

　
も
の
」「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
へ
の

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
生
活

　

衛
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　
〒
4
4
1
‐
1
3
2
2

　
新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

　
生
活
衛
生
課
あ
て

   

22
‐
0
5
2
1

　clean-center@city.shinshiro.lg.jp

　
T
O
P
↓
く
ら
し
↓
ご
み
・
リ
サ 

　
イ
ク
ル
↓
リ
ユ
ー
ス
の
広
場

譲
り
た
い
も
の

・
サ
ン
ド
バ
ッ
グ
、
パ
ン
チ
ン
グ
ボ

   

ー
ル
（
ス
タ
ン
ド
付
）

・
自
転
車
（
大
人
用
）

・
電
子
レ
ン
ジ
（
シ
ャ
ー
プ
製
）

・
ヨ
ー
グ
ル
ト
メ
ー
カ
ー
（
新
品
）

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ

・
50
㏄
バ
イ
ク

・
子
ど
も
服
（
１
歳
〜
５
歳
用
）

・
ワ
ー
プ
ロ

 

市
で
は
、
「
今
の
環
境
問
題
に
認
識

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
行
動
に
つ
な
げ

て
も
ら
う
こ
と
」
を
目
的
と
し
た
市
民

環
境
講
座
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
地
球
温
暖
化
」
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
い
う
視
点
を
加
え
た
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
社
会
」

の
実
現
は
可
能
な
の
か
？

 

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
わ
ず

か
４
％
で
、
毎
年
、
約
20
兆
円
を
支
払

っ
て
中
東
諸
国
な
ど
か
ら
化
石
燃
料
を

買
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
一
方
で
、
化
石

燃
料
に
替
わ
る
ほ
ど
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
万
能
で
は
な
い
」
と
い
う
こ

と
も
私
た
ち
は
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

で
は
、ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

 

私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
、
や
る
べ

き
こ
と
な
ど
を
ド
イ
ツ
の
事
例
を
交

え
、
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

　

８
月
７
日
㈰　

午
後
２
時
〜
４
時

　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　

４
０
０
人
（
当
日
の
先
着
順
）

　

無
料

※
来
場
者
数
に
よ
っ
て
は
、
会
場
定
員
の
関
係
で

　

入
場
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
12
日
㈰
、
散
乱
ご
み
や
不
法
投

棄
物
を
回
収
し
、
自
然
豊
か
で
き
れ
い

な
景
観
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年

度
第
１
回
目
の
「
し
ん
し
ろ
ク
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

市
内
11
会
場
の
参
加
者
総
数
は
、

２
，３
１
９
人
。
市
民
、
事
業
所
、
各

種
団
体
な
ど
大
勢
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

作
業
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
10
時
ま

で
の
わ
ず
か
１
時
間
で
し
た
が
、
回
収

し
た
ご
み
の
総
量
は
２
，４
４
０
キ
ロ

か
４
％
で
、
毎
年
、

っ
て
中
東
諸
国
な
ど
か
ら
化
石
燃
料
を

買
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
一
方
で
、
化
石

燃
料
に
替
わ
る
ほ
ど
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
万
能
で
は
な
い
」
と
い
う
こ

と
も
私
た
ち
は
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

で
は
、ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

き
こ
と
な
ど
を
ド
イ
ツ
の
事
例
を
交

え
、
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

　

８
月
７
日

　

８
月
７
日

　

８
月
７
日

　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　

４
０
０
人
（
当
日
の
先
着
順
）

　

無
料

※
来
場
者
数
に
よ
っ
て
は
、
会
場
定
員
の
関
係
で

※
来
場
者
数
に
よ
っ
て
は
、
会
場
定
員
の
関
係
で

　

入
場
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

エコとぴっくすエコとぴっくすエコとぴっくす

今
月
の

親
と
子
の
「
走
る
環
境
教
室
」
参
加
者
大
募
集

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
新
城
」の

参
加
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す

拾
っ
た
ご
み
約
２・５
ｔ

し
ん
し
ろ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
１【
第
１
回
】

講師：ドイツ在住の日本人環境ジャーナリスト

　　　村上　敦 氏のプロフィール
　環境コンサルタント。日本でゼネコン勤務を経て、環境問
題を意識し、ドイツ・フライブルクへ留学。フライブルク地
方市役所・建設局に勤務の後、フリーライターとしてドイツ
の環境施策を日本に紹介。南ドイツの自治体や環境関連の専
門家、研究所、ＮＰＯなどとのネットワークも厚い。
　記事やコラム、本の執筆、環境視察のコーディネート、環
境関連の調査・報告書の作成、通訳・翻訳、講演活動を続け
ている。著書は、「日本版、グリーン・ニューディール政策
への提言」、「フライブルクのまちづくりソーシャル・エコ
ロジー住宅地ヴォーバン」など。

　

市
で
は
、
今
年
も
夏
休
み
を
利
用
し

た
親
と
子
の
「
走
る
環
境
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。
見
て
、
触
れ
て
、
楽
し
く

体
験
し
な
が
ら
学
べ
る
見
学
施
設
な
ど

を
通
し
て
、
親
子
で
環
境
問
題
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

皆
さ
ん
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

８
月
21
日
㈰
、
29
日
㈪
の
ど
ち
ら
か

　

ご
希
望
の
日

　

中
部
電
力
で
ん
き
の
科
学
館
（
名
古

　

屋
市
）

　

小
学
４
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

　

各
日
と
も
親
子
合
わ
せ
て
30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

　

ま
す
。

　

無
料

　

８
月
12
日
㈮
必
着

　

郵
便
番
号
、
住
所
、
保
護
者
の
氏
名
、

　

子
ど
も
の
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、

　

参
加
希
望
日
を
記
入
し
、
は
が
き
ま

　

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
環
境
課
へ
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

　

お
弁
当

郵
送
先

　

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　

（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
環
境
課

　

「
親
と
子
の
走
る
環
境
教
室
」
係

　

kankyou@
city.shinshiro.lg.jp

　

今
年
も
、
文
化
会
館
は
な
の
き
広
場

で「
第
６
回
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
新
城
」

を
10
月
下
旬
に
開
催
し
ま
す
。

　

市
内
保
育
園
、
幼
稚
園
参
加
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
作
品
に
加
え
、

仲
間
、
学
校
、
会
社
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

グ
ル
ー
プ
が
創
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
キ

ャ
ン
ド
ル
作
品
」
の
出
展
を
募
集
し
ま

す
。

→
昨
年
度
の
走
る
環
境
教
室
の
よ
う
す

↑冷蔵庫、廃タイヤ、テレビなども…

　

10
月
29
日
㈯

　

文
化
会
館
は
な
の
き
広
場

　

グ
ル
ー
プ
だ
け
で
準
備
か
ら
片
付
け

　

ま
で
行
え
る
方

　

５
グ
ル
ー
プ（
５
区
画
）※
先
着
順

１
区
画（
ブ
ー
ス
）の
面
積

　

縦
４
メ
ー
ト
ル
×
横
11
メ
ー
ト
ル

募
集
期
間

　

８
月
１
日
㈪
〜
９
月
15
日
㈭

　

参
加
申
込
書
（
環
境
課
や
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　

す
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　

（
住
所
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
環
境
課
内

　
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
新
城
事
務
局
」

　

23
‐
８
３
８
８

　

kankyou@
city.shinshiro.lg.jp

グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
し
た
。
可
燃
ご
み
で

は
、
飲
食
容
器
類
や
た
ば
こ
の
吸
殻
な

ど
、
不
燃
ご
み
で
は
、
ア
ル
ミ
缶
、
ス

チ
ー
ル
缶
、
空
き
び

ん
な
ど
の
飲
食
容
器

類
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
布
団

や
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
、
廃
タ
イ
ヤ
の
不

法
投
棄
も
あ
り
ま
し

た
。

　

ポ
イ
捨
て
は
不
法
投
棄
で
あ
り
、
不

法
投
棄
は
「
犯
罪
」
で
す
。
不
法
投
棄

を
防
止
す
る
に
は
、
地
域
で
の
清
掃
活

動
も
有
効
な
手
段
で
す
。
団
体
や
地
域

で
清
掃
活
動
を
行
う
場
合
に
は
、
ご
み

袋
を
お
配
り
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

場
合
は
生
活
衛
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

回収したごみ量（㎏）

可燃ごみ

不燃ごみ

合　　計

1,340 

1,100 

2,440 

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
新
城
」の

参
加
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す

「
市
民
環
境
講
座 

第
１
回
」を
開
催
し
ま
す

    

日
本
が
ド
イ
ツ
か
ら
学
べ
る
こ
と

                            

〜
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
〜

「
市
民
環
境
講
座 

第
１
回
」を
開
催
し
ま
す

    

日
本
が
ド
イ
ツ
か
ら
学
べ
る
こ
と

                            

〜
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
〜

し
ん
し
ろ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
１【
第
２
回
】は
、

10
月
16
日
㈰
に
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

し
ん
し
ろ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
１【
第
２
回
】は
、

10
月
16
日
㈰
に
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

むらか み 　 あつし
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秘書広報課　　23‐7623
info@city.shinshiro.lg.jp◉お知ら

せ…!! ♥とって
おきの写

真
☀あなた

の身近な
話題 皆さんからの情報をお待ちしています

イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの
耳寄りな話をお寄せください。

　設立25年を迎えるほうらい吹奏楽団は、初の
単独演奏会を開催します。
　3月11日に起きた、東日本大震災の復興を祈念
し、元気の出る、アツいステージにしたいと思
います。
　なお、このコンサートの収益金は日本赤十字
社を通じ義援金として被災地へ送ります。
　８月２７日（土）
　午後１時開場
　午後１時30分開演
　文化会館大ホール

・東日本大震災復興支援チャリティコンサート
・オリジナルステージ
・ディズニー音楽ステージ
・震災復興祈念ポップスステージ
　大人　　　　５００円　
　小学生以下   ３００円

　豊橋技術科学大学オープンキャンパスでは、
地域の皆さんに、日ごろご覧いただく機会のな
い研究室や施設を公開します。また、小学生向
け体験学習教室など、楽しい企画をご用意しま
す。
　８月２７日（土）
　午前10時～午後4時
　豊橋技術科学大学
　入試案内、研究室公開、施設公開、体験学習、ロ
　ボットの実演・展示、小学生向け体験学習教室、
　電気自動車の試乗体験、課外活動団体紹介など
　どなたでも参加可能
　無料
　事前予約は不要。無料駐車場あり。
※小学生向け体験学習教室など、一部のイベン
　トは定員を制限することがあります。

　市社会福祉協議会ボランティアセンターでは、
平成23年度から24年度にかけて、市内で活躍する
ボランティア・市民活動団体の情報を集めたボラ
ンティア情報紙（仮称）の作成をします。情報紙へ
の掲載にご協力いただける団体を募集していま
す。ぜひ、情報をお寄せください。

募集科名
　金属加工科、木材工芸科、住宅デザイン科
訓練期間　
　10月４日（火）～平成２４年３月21日（水）
　職業の転換を必要とする離転職者で、中学
　校卒業以上、またはこれと同等以上の学力
　を有する方
　各科30人
　入校願書を公共職業安定所へ提出してくださ
　い。
※入校願書は、県内各公共職業安定所にありま
　す。
入校選考　
　９月９日（金）に面接試験（定員を超えた場合は、
　適正試験を実施します）
申込期間  
　７月22日（金）～８月31日（水）
　入校希望者見学会を８月23日（火）午後１時か
　ら行います。見学希望の方は、東三河高等
　技術専門校（豊川市）へ電話でお申し込みく
　ださい。

ほうらい吹奏楽団　
震災復興支援チャリティコンサート

ボランティア情報紙（仮称）へ団体情報を載せませんか？

「
楽
し
い
海
」
を
守
ろ
う
！

鳥獣害対策室　　            23‐7672

新城設楽農林水産事務所
新城設楽農業改良普及課　   23‐2111

ハクビシン・アライグマの獣害対策

　夏野菜や果物の収穫時期になると、甘い野菜
や果物を狙ってハクビシンやアライグマがやっ
てきます。生態を理解してしっかり防除しまし
ょう。
生態
（１）ハクビシン
　植物食を中心とした雑食性の動物で、夜行性
です。特に果実が大好きで木登りが得意です。
電線も渡ることができます。狭いところも通り
抜けられ、６cmのすき間があれば通過できま
す。しかし、電気ショックに弱いので、この性
質を防除に利用します。
（２）アライグマ
　雑食性の動物で小型ほ乳類から野鳥とその
卵、魚類、両生類、は虫類、野菜、果実と何でも食
べ、ハクビシン同様木登りが得意です。また、水
の中を歩いて移動することが多く、河川や用水
路、側溝を利用します。学習能力が高く、成獣に
なると力が強く危険です。主に夜に活動しま
す。
対策
　ハクビシンとアライグマの対策は共通です。
（１）ネット
　ネットだけで防ぐ場合は完全に覆います。す
き間をなくし、地面にしっかり埋めます。
（２）電気柵
　柵線の高さを10cm間隔で３段に張ります。
草に触れると漏電して効果がなくなりますので、
除草剤をこまめにまくか、防草シートを張ります。

※イラスト　農林水産省「生産局農産振興課資料」より

（３）白落くん
　埼玉県が考案した柵です。ネットに登らせて
電気で撃退します。畑をネットで囲い、ネット
の上５cmに電気柵線を張ります。
（４）捕獲
　箱わな（ネズミ捕りの大型のおり）で捕獲し
ます。一般的には、「わな猟免許」を持ってい
ないと使えません。アライグマは特定外来生物
に指定され、わな免許がなくても講習会を受
け、市が認定する捕獲従事者に登録すれば捕獲
できます。捕獲には法律上の規制がいろいろあ
りますので、箱わなを購入する前に鳥獣害対策
室または新城設楽農林水産事務所農業改良普及
課へご相談ください。
そのほか
・アライグマは特定外来生物に指定されている
　ため、飼育や野外に放すこと、運搬、譲渡な
　どが法律で規制されています。捕獲した個体
　を絶対によそへ放したりしないでください。
・わな猟免許の試験が年に２回（８月７日と平成２４
　年２月16日）あります。わな猟免許を取得し、
　みんなで捕獲しましょう。

　「ハクビシン・アライグマに困っている」方
は、鳥獣害対策室または新城設楽農林水産事務
所農業改良普及課へご相談ください。

「海で楽しく遊ぶために」
○子どもから目を離さな 
　いでください！
　保護者の方が目を離し
　たすきに事故に遭うケ
　ースが多いので注意し
　てください！
○子どもも大人もライフジャケットの着
　用を！
○携帯電話は防水パックに入れて！
○海のもしもは１１８番！！

　名古屋海上保安部　 052- 661-1615

ほうらい吹奏楽団事務局　　32‒0439（佐藤）

豊橋技術科学大学総務課
   0532‒44‒6506

県立東三河高等技術専門校
   ０５３３‒９３‒２０１８

市社会福祉協議会ボランティアセンター　  ２３‒５６１８

第２８回豊橋技術科学大学

職業訓練生募集職業訓練生募集

　主に高齢者、障がい児・者、児童、地域福祉支
　援に関わっている団体
　市社会福祉協議会ボランティアセンターへお問
　い合わせください。申込用紙をお渡しします。
　９月３０日（金）

はくらく
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小
・
中
学
校
合
唱
交
歓
会

市
消
防
団
操
法
大
会

人
形
劇
「
大
ど
ろ
ぼ
う
ホ
ッ
ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ツ
」

　第24回合唱交歓会「広げよう山びこの
歌声を」を文化会館大ホールで行いまし
た。
 20校の小・中学校の生徒たちによる歌
声は、小学生は元気よく、中学生はより
美しく、客席の心に届きました。

　桜淵いこいの広場で第６回市消防
団操法大会を開催しました。小型ポ
ンプ操法の部に21チーム、ポンプ車
操法の部に４チームが参加し、歴史
に残る大雨の中での大会となりまし
たが、日ごろの訓練の成果を披露し
ました。

　文化会館小ホールで、「ひょっこりひ
ょうたん島」で有名な人形劇団ひとみ座
による、名作が上演されました。
　大どろぼうのホッツェンプロッツが巻
き起こすファンタジーと、妖精や魔法使
いなどが登場し、ユーモアあふれる素晴
らしい劇でした。子どもたちは、ワクワ
クドキドキ。人形劇に魅了され、楽しい
ひとときを過ごしました。

6月18日土6月17日金

５月２９日日

第
６
回

山吉田・東陽小学校

鳳来中学校

【小型ポンプ操法の部】
優   勝   作手北分団第1班
準優勝　舟着分団第1班
【ポンプ車操法の部】
優   勝　千郷分団第1班
準優勝　八名分団第1班

７月16日（土）に田原市
で開催される第56回
県消防操法大会には、
小型ポンプ操法の部で
総合優勝した作手北分
団第1班が出場します。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
※このページは、ポルトガル語を話す方のためのものです。

（新城納涼花火大会）

（桜淵公園ご利用の方へのお願い）

BOLETIM INFORMATIVO
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こうほうしんしろ　ポルトガル語版

●●●●●●●● 　Associação Internacional de Shinshiro〔市国際交流協会〕Tel.23-7783　●●●●●●●●

フレンドシップ継承
交付金対象事業

AI
CH

I  HOSPITALITY  

夏のイベント Eventos de Verão

ご注意とお願い Pedidos e observações

★ Festival de Fogo de Artifício★ 

★ Pedido aos usuáios do Parque Sakurabuti★

 　No Parque Sakurabuti será realizado o festival de fogo de artifício que encanta a 
noite de verão.
Dia: 13 de agosto (sáb), a partir de 19:10h (será realizado mesmo com chuva).
Local: Parque Sakurabuti. Poderão assisti-lo pela margem direita do rio (lado da prefei　
　　　tura) (e em uma parte dos locais haverá assentos pagos). Ou no campo da margem 
　　　esquerda, onde haverá também uma parte com assentos pagos. O estacionamento 
　　　deste campo será pago.
Estacionamento: locais gratuitos - prefeitura, Bunka kaikan, ginásio esportivo municipal 
(Shimin Taiikukan), Shinshiro Shogakko, Associação Comercial (Shinshiro Shokokaikan), 
Shinshiro Hokenjo, Shinshiro Shitara Sanson Shinkojimusho, Piago.
<Atenção>
　　　•　Neste dia, desde cedo, começarão os preparativos do festival, por isso, não 
　　　　poderão ter acesso à margem esquerda do rio, ao campo, e ao rio. Portanto, 
　　　　ficará proibido fazer churrascada e acampar.
　　　•　Nas ruas da região do parque, a partir das 18:30 horas, haverá restriçoões de 
　　　　trânsito ou ruas interditadas. 
　　　•　A ponte Kassaiwa ficará interditada a partir das 18:30 h. (Nem a pé poderão 
　　　　atravessar.)

    O parque é um local de lazer de todos os cidadãos. Esperamos que cada um cumpra as 
boas maneiras para manter o local agradável. Pedimos uma atenção especial para os itens 
abaixo:
   1.   As pracinhas com gramado e os estacionamentos, exceto o campo, não poderão ser 
        dominados por um determinado grupo que não esteja realizando algum evento. (Para  
        os jogos de futebol e beisebol, para o treino ou competição, favor utilizar o campo. 
        A menos que venham brincar entre duas ou três pessoas para dar passes. A reserva 
        do campo poderá ser feita no Seinen no Ie.)
  2.   Em todo o parque está proibido acender fogueira. 
  3.   Na churrascada, não deverão colocar o fogo direto no chão.
  4.   Está proibido o uso do fogo nos locais onde existem tetos.
  5.   Os lixos deverão ser levados para suas casas, como também as cinzas e os restos de 
        carvão.
  6.   Não poderão levar caixa de som e ouvir num volume alto. Pois, acabarão incomodando 
        os moradores ao redor. 
  7.   Utilizem o estacionamento, sem falta, para deixar o carro.
  8.  Todas as instalações do parque são mantidas com o imposto, por isso, esperamos a 
       compreensão e a colaboração na sua manutenção para o bem-estar de todos. Ao  
        notarem alguma falha, favor informar ao Escritório de Administração do Parque 
        Kokague Plaza: Telefone – 0536-23-7887, das 10h às 16h. Ou ao departamento de 
        turismo da prefeitura de Shinshiro, telefone – 0536-32-0516
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新 城 市

至
静
岡

至
豊
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豊
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重要文化財
望月家住宅

東名高速

八名
　小学校

３０１

151
新城駅

野田城駅

東上駅

JR飯田線

～校歌を聴いてあなたは何を思い浮かべますか～

学 校 の 概 要

八
名
小
学
校
区
域
図

～校歌を聴いてあなたは何を思い浮かべますか～

校
歌
を
め
ぐ
る
物
語

長なわ大会

市
民
編
集
委
員
か
ら

　

地
域
の
方
と
緑
と
と
も
に
育
つ
八
名

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
。み
ん
な
が
植

え
た
稲
穂
の
よ
う
に
、
す
く
す
く
と
育

ち
、
豊
か
な
実
り
が
き
っ
と
あ
る
に
違

い
な
い
。

八
名
小
学
校
　
校
歌

どろんこ運動会

現在の校舎

ウォッチングルームにて

クラブ活動のようす

　

学
校
の
特
色
あ
る
行
事
と
し
て
、
５

月
に
行
わ
れ
る
ど
ろ
ん
こ
運
動
会
と
10

月
に
行
わ
れ
る
長
な
わ
大
会
が
あ
る
。

ど
ろ
ん
こ
運
動
会

　

ど
ろ
ん
こ
運
動
会
は
、
そ
の
名
の
通

り
水
田
を
舞
台
に
５
年
生
の
児
童
が
全

身
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
競
技
を
対
抗
戦
で
行
う
名
物
行
事

で
、
田
植
え
前
の
代
掻
き
も
兼
ね
て
い

る
。子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ど
ろ
ん
こ

遊
び
は
、今
も
昔
も
最
高
の
イ
ベ
ン
ト
。

５
年
生
は
、
こ
の
日
は
朝
か
ら
ワ
ク
ワ

ク
ソ
ワ
ソ
ワ
で
た
ま
ら
な
い
ら
し
い
。

長
な
わ
大
会

　

今
年
で
28
回
目
を
迎
え
る
長
な
わ
大

会
。て
っ
き
り
長
い
縄
を
使
っ
た
大
縄

跳
び
で
、
一
斉
に
跳
べ
る
人
数
の
多
さ

を
競
う
大
会
と
思
っ
て
い
た
が
、
ビ
デ

オ
映
像
を
見
る
と
全
然
違
っ
て
い
た
。

　

全
学
年
ク
ラ
ス
ご
と
の
単
位
で
一
チ

ー
ム
。使
う
縄
は
一
般
的
に
個
人
で
用

い
る
縄
跳
び
用
の
長
さ
で
、
二
人
の
回

し
手
が
両
端
を
持
っ
て
パ
シ
パ
シ
パ
シ

パ
シ
と
小
気
味
よ
い
リ
ズ
ム
で
回
す
縄

の
ト
ン
ネ
ル
を
目
が
け
て
、
信
じ
ら
れ

な
い
速
度
で
次
々
と
児
童
が
体
を
半
ひ

ね
り
す
る
よ
う
に
し
て
反
対
側
へ
抜
け

て
い
く
の
だ
！
抜
け
た
児
童
は
縄
の
回

し
手
の
背
後
を
通
っ
て
、
今
度
は
さ
っ

き
と
反
対
の
進
入
方
向
か
ら
縄
の
中
に

飛
び
込
ん
で
い
く
。真
上
か
ら
見
れ
ば
、

連
な
っ
て
流
れ
る
８
の
字
の
人
の
波
。

十
分
な
広
さ
が
あ
る
と
は
決
し
て
い
え

な
い
縄
の
ト
ン
ネ
ル
を
、
児
童
が
縄
の

リ
ズ
ム
と
シ
ン
ク
ロ
し
て
通
り
抜
け
て

い
く
様
は
あ
っ
け
に
と
ら
れ
る
以
外
に

な
い
。「
恐
れ
い
り
ま
し
た
」で
あ
る
。

　

ほ
か
の
学
校
で
も
、
こ
の
大
会
を
開

い
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
八
名
小

学
校
で
は
年
に
一
度（
10
月
）し
か
記
録

に
挑
む
大
会
を
設
定
せ
ず
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
タ
イ
ム
は
１
セ
ッ
ト
３
分
×
２
セ
ッ

ト
の
み
。そ
の
１
セ
ッ
ト
３
分
以
内
に

何
回
跳
べ
た
か
だ
け
を
記
録
と
し
て
公

認
さ
れ
る
の
だ
。途
中
で
誰
か
が
失
敗

  

　
　
　
　
作
詞
　
筒
井
敬
介

　
　
　
　
　作
曲
　
小
森
昭
宏

一
、  

山
を
山
を
越
え
ろ 

　
　
が
ん
ば
る
力

　
　
ど
こ
ま
で
も
ね
ば
れ

　
　
こ
の
力
ま
と
め
て

　
　
の
り
越
え
よ
う
よ

　
　
新
城
に
も
え
る
芽
生
え

　
　
八
名
小
学
校
の
わ
れ
ら

二
、　風
が
風
が
く
る
ぞ

　
　
向
か
っ
て
走
れ

　
　
負
け
な
い
ぞ
い
つ
も

　
　
こ
の
気
も
ち
合
わ
せ
て

　
　
つ
き
進
も
う
よ

　
　
新
城
に
育
つ
若
木

　
　
八
名
小
学
校
の
わ
れ
ら 

三
、　み
ん
な
み
ん
な
つ
な
げ

　
　
友
だ
ち
の
心

　
　
い
つ
ま
で
も
信
じ
て

　
　
こ
の
腕
を
ひ
ろ
げ
て

　
　
美
し
く
生
き
よ
う

　
　
新
城
に
今
伸
び
る

　
　
八
名
小
学
校
の
わ
れ
ら

八名小学校
No.1３

（
昭
和
40
年
1
月
制
定
）

特
色
あ
る
行
事
で
元
気
よ
く

　

市
街
地
か
ら
国
道
３
０
１
号
を
南
へ

走
る
こ
と
約
10
分
。商
工
農
業
す
べ
て

が
そ
ろ
っ
た
環
境
の
中
に
あ
る
同
校
に

到
着
し
て
す
ぐ
目
に
入
っ
た
の
は
、
校

舎
の
高
い
場
所
に
貼
ら
れ
た
「
地
域
と

と
も
に
創
立
50
周
年
」の
大
き
な
紙
。

　

す
ぐ
隣
に
は
八
名
中
学
校
、
八
名
幼

稚
園
が
あ
り
、
こ
れ
な
ら
ば
子
ど
も
た

ち
は
幼
稚
園
入
園
か
ら
中
学
校
卒
業
ま

で
を
、
ほ
ぼ
変
わ
ら
ぬ
環
境
の
中
で
落

ち
つ
い
て
成
長
が
で
き
、
地
域
と
の
連

携
も
非
常
に
取
り
や
す
そ
う
な
印
象
を

受
け
た
。

　
「
こ
の
小
学
校
に
は
、
ち
ょ
っ
と
珍
し

い
設
備
が
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
取
材
の

途
中
で
案
内
さ
れ
た
の
は
、
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
ル
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
校
舎
か
ら
突

き
出
た
展
望
台
の
よ
う
な
部
屋
。階
段

を
上
が
っ
て
部
屋
に
入
る
と
、
思
わ
ず

「
お
お
っ
」
と
声
が
出
た
。３
６
０
度
パ

ノ
ラ
マ
の
絶
景
な
の
だ
。緑
の
山
々
に

囲
ま
れ
た
ま
ち
、水
田
、高
速
道
路
や
大

原
調
整
池
ま
で
が
一
望
で
き
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
ま
ち
の
姿
を
理
解
す
る
上
で
、
最

高
の
施
設
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。し
か

も
、
こ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ル
ー
ム
に
は

双
眼
鏡
が
い
く
つ
か
備
え
ら
れ
て
い

て
、
野
鳥
な
ど
の
観
察
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。い
や
実
に
素
晴
ら
し

い
。

沿革
昭和37年（1962）富岡小学校と清水野小学校が統合
し、八名小学校となる。昭和41年（1966）八名井小学校
と、昭和44年（1969）宇理小学校と統合。平成9年
（1997）現在の校舎完成。
学校の特色
どろんこ運動会、長なわ大会
学年別児童数今昔

学  年 1年       2年      3年      4年       5年      6年        計

昭和4４年

平成23年

６７人　　８７人　　７７人　 ７３人　 ９９人　 ９１人　　４９４人

４２人   　３５人   ３７人       ３３人   　４４人    ４４人  　２３５人

素
晴
ら
し
い
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ル
ー
ム
で
自
然
を
観
察

を
し
て
も
、
す
ぐ
さ
ま
何
事
も
な
か
っ

た
か
の
よ
う
に
再
開
さ
れ
る
。と
に
か

く
３
分
間
に
何
回
通
り
抜
け
る
か
が
勝

負
。こ
の
厳
し
い
ル
ー
ル
に
加
え
、テ
レ

ビ
の
取
材
も
あ
っ
て
緊
張
が
一
層
高
ま

っ
た
雰
囲
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
去
年

は
６
年
松
組
の
児
童
た
ち
に
よ
り
、
５

年
ぶ
り
に
４
９
３
回
と
い
う
新
記
録
が

達
成
さ
れ
た
。こ
の
集
中
力
と
団
結
力

は
、
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
い
。さ
て
、

今
年
の
第
28
回
大
会
に
は
夢
の
５
０
０

回
達
成
な
る
か
、
楽
し
み
な
と
こ
ろ
で

あ
る
。

多
彩
な
ク
ラ
ブ
活
動

　

ク
ラ
ブ
活
動
に
目
を
転
じ
る
と
、
茶

道
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
と
い

う
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
し
て
は
ち

ょ
っ
と
珍
し
い
内
容
の
ク
ラ
ブ
が
あ

る
。こ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
、専
門
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
の
方
を
招
い
て
本

格
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
田
植
え
以
外
に
も
農
作
業
に

関
す
る
授
業
が
非
常
に
活
発
に
行
わ
れ

て
い
る
よ
う
す
が
見
て
と
れ
た
。

５月１日現在

我らが 母 校我らが 母 校
発見発見

し
ろ
か
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
3
6
5
日
24
時
間
最
寄
り
の
医

療
機
関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
　

22
‐
1
1
3
3

　

    http://w
w
w
.qq.pref.aichi.jp/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
7
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　

＃
8
0
0
0〔
短
縮
電
話
番
号
〕

　
　

0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ     

新
城
薬
剤
師
会

開
設
時
間

　

午
後
9
時
〜
翌
朝
午
前
9
時

 

0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く
す
り
安
心
電
話

市内の交通事故状況

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事   

務

製   

造

全
職
種
計

68
人

37
人

21
人

125
人

397
人

お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募

集
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の
機

関
の
た
め
す
べ
て
無
料
で

す
。

お
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

　

仕
事
の
相
談
、
面
接
希

　

望
者
への
紹
介
、履
歴
書
・   

   

職
務
経
歴
書
な
ど
各
種

　

書
類
の
書
き
方
ア
ド
バ
イ

   

ス
求
人
の
募
集
を
し
て
い
る

会
社
な
ど

　

求
人
募
集
の
申
し
込
み
、

　

求
人
条
件
に
関
す
る
相

　

談

22
‐
1
1
6
0

※
平
成
23
年
5
月
末
現
在

相 談 名　　　　　　　　　　　　と　　　　　き 　　　　　　　　 と こ ろ  申し込み・問い合わせ
児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こころ の 健 康 相 談

すこやか相談（育児相談）

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談
男性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

若年者向け就職相談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各保健センター

新城保健センター

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

豊川市役所北庁舎4階市民相談室

市民体育館第1会議室

鳳来開発センター

市民体育館第1会議室

都 市 計 画 課

毎週月～金曜日　（要予約）

8/1（月）　午前9時　（要予約）

8/1（月）　午前10時　（要予約）

8/１6(火）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

８/１１（木）午前10時～午後3時※８日（月）正午までに要予約

８/2６（金）午前10時～午後3時※２３日（火）正午までに要予約

８/１０（水）、2４（水）　午後1時～4時（要予約）

８/４（木）　午後1時～4時

８/１７（水）　午後1時～4時

８/８（月）　午後1時～4時

８/１２（金）　午後1時～4時

８/１０（水）　午後1時30分～3時30分

８/2４（水）　午後4時～8時　（要予約）

８/１２（金）、2６（金）午前10時30分～午後2時30分

８/１８（木）　午後6時～8時

８/16（火）　午後1時～4時

８/17（水）　午前10時～午後4時※正午～午後1時は休憩

８/１２（金）　午後1時～4時　（要予約）

８/9（火）　午後1時～4時

８/17（水）　午後1時～4時

８/2３（火）　午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

８/２０（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

新城保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社会福祉協議会

社会福祉協議会

社会福祉協議会作手センター

社会福祉協議会

社会福祉協議会

市民活動サポートセンター
企 画 課

フリー ダ イヤ ル

フリー ダ イヤ ル

商 工 課

商 工 課

豊川市役所商工観光課

市 民 保 険 課

鳳来総合支所地域振興課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課
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市内の交通事故状況

8月
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◆第5回◆

↑山縣昌景のお墓

←馬場信房の石碑

信玄塚→

　

長
篠
城
址
や
設
楽
原
の
周
辺

に
は
、
戦
い
に
ま
つ
わ
る
数
多

く
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

古
く
は
江
戸
時
代
に
建
て
ら

れ
た
も
の
、
新
し
い
も
の
は
平

成
に
な
っ
て
か
ら
建
て
ら
れ
た

も
の
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
暮
ら
す
私
た

ち
の
先
人
た
ち
が
、
こ
の
地
で

命
を
落
と
し
た
将
兵
を
思
い
、

建
て
ら
れ
た
も
の
ば
か
り
で
す
。

▼
山
縣
昌
景
の
お
墓

　

火
お
ん
ど
り
坂
の
途
中
に
、

三
つ
の
時
代
の
石
碑
が
並
ん
で

い
ま
す
。
一
つ
は
「
山
縣
墓
」

と
の
み
刻
ま
れ
た
江
戸
時
代
の

お
墓
。
一
番
大
き
な
碑
は
大
正

３
年
に
建
て
ら
れ
、「
山
縣
三
郎

兵
衛
昌
景
之
碑
」
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
一
番
新
し
い
石
碑
は

平
成
11
年
に
「
金
子
藷
山
戦
場

考
」
を
参
考
に
設
楽
原
を
ま
も

る
会
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

山
縣
昌
景
と
い
え
ば
武
田
信

玄
、
勝
頼
の
二
代
に
仕
え
た
、

文
武
に
秀
で
た
勇
将
で
し
た
。

設
楽
原
の
決
戦
で
命
を
落
と
す

の
で
す
が
、
地
元
の
人
に
よ
っ

て
、
丁
寧
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
毎
年
８
月
15
日
の

夜
、
こ
の
前
を
、
火
を
と
も
し

た
大
き
な
松
明
が
通
り
抜
け
て

い
き
ま
す
。

▼
馬
場
信
房
の
石
碑

　

山
縣
昌
景
と
並
ぶ
勇
将
の
一

人
に
馬
場
信
房
が
い
ま
す
。
彼

に
ま
つ
わ
る
石
碑
は
２
箇
所
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
長
篠
、
一
つ

は
出
沢
で
す
。

　

長
篠
に
あ
る
石
碑
に
は
「
馬

場
信
房
殿
戦
忠
死
之
碑
」
と
あ

り
ま
す
。「
殿
戦
」
と
は
退
却
す

る
時
に
最
後
尾
で
敵
兵
を
食
い

止
め
る
戦
い
で
す
。
最
も
難
し

い
戦
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

馬
場
信
房
は
自
ら
の
命
を
犠
牲

に
し
な
が
ら
、
そ
の
役
割
を
果

た
し
ま
す
。

　

一
方
、
出
沢
に
は
「
馬
場
美

濃
守
戦
死
墓
」
と
「
馬
場
美
濃

守
信
房
之
碑
」
と
い
う
二
つ
の

石
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
で

馬
場
信
房
が
命
を
落
と
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
で
も
こ
の
２
箇
所
で
石
碑

が
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
現
代
に
続
く
交
流

　

地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
守
ら

れ
て
き
た
戦
没
者
の
供
養
。
こ

の
こ
と
が
や
が
て
武
田
の
故
郷

「
甲
斐
国
（
山
梨
県
）」
に
伝
わ

り
ま
す
。

　

昭
和
31
年
、
武
田
勝
頼
の
居

城
「
新
府
城
」
の
あ
っ
た
山
梨

県
韮
崎
市
へ
、
戦
没
し
た
将
兵

の
遺
骨
の
分
骨
が
、
信
玄
塚
か

ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
か
ら
「
長
篠
合
戦

の
ぼ
り
ま
つ
り
」
が
開
催
。
平

成
元
年
か
ら
は
「
設
楽
原
決
戦

場
ま
つ
り
」
が
開
催
。
火
お
ん

ど
り
を
は
じ
め
、
両
方
の
行
事

に
は
武
田
に
ま
つ
わ
る
方
々
が

大
勢
参
列
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
山
梨
県
甲
府
市

や
甲
州
市
、
韮
崎
市
な
ど
で
行

わ
れ
て
い
る
武
田
に
関
わ
る
行

事
に
は
、
新
城
か
ら
大
勢
の
方
々

が
参
列
し
、
市
民
同
士
に
よ
る

活
発
な
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

戦没将兵の供養碑戦没将兵の供養碑
【現代に続く供養と交流】【現代に続く供養と交流】

し
ん
が
り
せ
ん

し
ん

ぷ

じ
ょ
う

に
ら
さ
き

や
ま
が
た
ま
さ
か
げ

ば

ば

の
ぶ
ふ
さ

べ

え

　

　

　

の

ひ

さ
ぶ
ろ
う

み

の
の
か
み

か
　
い
の
く
に

か
ね

こ

し
ょ
ざ
ん

た
い
ま
つ
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